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故岡本太郎氏が「なんだ　コレは！」と驚いた、縄文
土器を代表する「火焔型土器」をつくった人々は信
濃川流域に集まっていました。この土器や雪と切り
離せない暮らしの中で育まれてきた文化、景観のス
トーリーが平成28年に日本遺産に認定されました。
表紙は、日本三大峡谷の一つ、清津峡（十日町市）。
川を挟んで切り立つ巨大な岩壁がＶ字型の大峡谷
をつくり、国の名勝・天然記念物にも指定されてい
ます。
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随感随筆
ウィズそしてアフターコロナ社会におけるPPP／PFI
パシフィックコンサルタンツ株式会社技術顧問　宮本 和明 氏

ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者が決定 
令和元年度ふるさと企業大賞
8 青森県平川市 長尾忠行市長に聞く

10 「ふるさと企業大賞」に輝いた 社長に聞く
「もったいない」の発想からバイオマス発電所を実現

 株式会社津軽バイオマスエナジー 代表取締役社長　奈良 進 氏

ふるさとものづくり支援事業
父の森の落葉樹「キハダ」の効用生かし、
薬用ボディソープの商品化を実現 
秩父樹液生産協同組合

令和 2 年度 地域再生マネージャー事業
外部専門家活用助成
愛媛県内子町

まちなか再生支援事業
島根県江津市／鹿児島県肝付町

令和２年度 ふるさと財団助成事業等について
26 ふるさと企業大賞（総務大臣賞）
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31 公民連携アドバイザー派遣事業
32 ふるさと財団助成事業等一覧
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33 外から見る地元

融資部企画調整課　竹田 泉
34 この経験を活かして
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令和 2 年度 地域産業交流セミナー （オンライン開催）

33
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本
誌
が
刊
行
さ
れ
る
2
月
は
、
世
界
が
コ
ロ
ナ
禍
に
陥
っ
て
か
ら
ほ

ぼ
1
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
る
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
社
会
の
隅
々
に

ま
で
及
ん
で
い
る
が
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
分
野
も
例
外
で
は
な
く
、

多
く
の
課
題
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ど
こ
ま
で
が
ウ
ィ
ズ
で
ど
こ

か
ら
が
ア
フ
タ
ー
か
が
な
か
な
か
見
え
な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
従
来

か
ら
の
事
業
に
お
け
る
課
題
に
対
す
る
適
切
な
対
処
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
さ
ら
な
る
進
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
内
閣
府

が
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
影

響
に
対
す
る
対
応
等
に
つ
い
て
」（
7
月
10
日
）
を
公
表
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
基
本
的
に
は
「
不
可
抗
力
」
に
よ
る

も
の
と
し
て
、
公
共
施
設
等
の
管
理
者
等
す
な
わ
ち
官
側
に
適
切
な
対

応
を
求
め
て
い
る
。
一
方
、
筆
者
が
所
属
す
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
で
は
7
月
15
日
に
「
コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て
、
よ
り

社
会
に
貢
献
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
へ
」
を
公
表
し
5
項
目
の
提
言
を

行
っ
て
い
る
。
半
年
ほ
ど
経
過
し
た
が
、
引
き
続
き
意
味
が
あ
る
内
容

と
考
え
る
の
で
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

一
つ
目
は
、
実
施
中
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
お
い
て
生
じ
た
リ

ス
ク
事
象
に
対
し
て
、
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
い
て
適
正
に

対
応
を
と
っ
た
う
え
で
、
広
く
情
報
公
開
を
す
る
こ
と
、
2
つ
目
は
事

業
化
の
準
備
段
階
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
案
件
を
対
象
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で

顕
在
化
し
た
課
題
を
踏
ま
え
適
切
な
事
業
化
判
断
を
行
う
こ
と
、
そ
し

て
、
3
つ
目
は
こ
れ
か
ら
事
業
形
成
を
行
う
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を

対
象
に
、
不
可
抗
力
条
項
等
に
関
し
て
よ
り
明
確
な
規
定
を
定
め
る
こ

と
を
提
言
し
て
い
る
。
次
い
で
、
4
つ
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、

改
め
て
従
来
か
ら
の
課
題
を
見
直
す
こ
と
と
し
て
、
老
朽
施
設
を
は
じ

め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
分
野
や
面
的
開
発
事
業
等
の
よ
り
裾
野
の
広
い
Ｐ

Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
5

つ
目
で
は
、
都
市
や
イ
ン
フ
ラ
が
大
き
く
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社
会
を
視
野
に
、
民
間
に
よ
る
創
意
工
夫
を
さ
ら
に
誘

発
す
る
た
め
に
、
よ
り
提
案
自
由
度
が
高
い
事
業
調
達
方
式
に
進
化
さ

せ
る
こ
と
の
必
要
性
を
提
言
し
て
い
る
。
ア
フ
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ー
コ
ロ
ナ
社
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に
お

い
て
は
、
新
し
い
日
常
に
対
応
し
た
従
来
に
は
な
い
事
業
の
創
発
が
求
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ら
れ
る
。
そ
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に
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し
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切
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対
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で
き
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Ｐ
Ｐ
Ｐ
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Ｉ
の

展
開
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求
め
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れ
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。
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も
地
方
公
共
団
体
も
コ
ロ
ナ
対
策
で
の
膨
大
な
歳
出
増
に
対
し
て
、

経
済
の
落
ち
込
み
に
よ
る
大
幅
な
歳
入
減
と
な
る
こ
と
か
ら
、
財
政
支

出
削
減
の
意
味
で
も
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
重
要
性
は
益
々
高
ま
る
こ
と

と
な
る
。
上
記
の
提
言
を
よ
り
具
体
的
な
も
の
と
し
、
従
来
か
ら
実
績

が
あ
る
分
野
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
枠
を
超
え
て
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
社
会
に
貢
献
す
る
新
し
い
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
が
推
進
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

ウ
ィ
ズ
そ
し
て
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
け
る

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ

�

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
技
術
顧
問
　
宮
本 

和
明

随
感
随
筆



特　集

4 ● Feb. 2021 vol.142

十勝シティデザイン株式会社（北海道帯広市）

大橋鉄工秋田株式会社（秋田県横手市）

社会福祉法人北海長正会（北海道北広島市）

日東ベスト株式会社（山形県山形市）

ふるさと企業大賞
（総務大臣賞）

受賞者が決定
　ふるさと財団では、地域振興に資する事業を展開する民間事業者を顕彰し、その活動を全国に広く
周知することにより、地域の振興、地域経済の活性化と魅力あるふるさとづくりの推進に資するもの
として、平成14年度から「ふるさと企業大賞（総務大臣賞）」の表彰を行っています。
　令和 2年度も地方公共団体から推薦された 8事業者を受賞者として表彰しました。今年度は、新
型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、受賞者が一堂に会する表彰式・受賞記念パーティーを
開催しませんでした。
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※下段は貸付団体

十勝シティデザイン株式会社
北海道帯広市

社会福祉法人北海長正会
北海道北広島市

大橋鉄工秋田株式会社
秋田県横手市

日東ベスト株式会社
山形県山形市

中外医薬生産株式会社
三重県伊賀市

プライミクス株式会社
兵庫県淡路市

マルサンアイ鳥取株式会社
鳥取県鳥取市

三光機械株式会社
鹿児島県指宿市

マルサンアイ鳥取株式会社（鳥取県鳥取市）

プライミクス株式会社（兵庫県淡路市）

三光機械株式会社（鹿児島県指宿市）

中外医薬生産株式会社（三重県伊賀市）

授与対象者は、ふるさと融資を利用した民間事業者のうち、融資の対象事業が、
　①地域経済及び雇用に特に貢献していると認められること
　②地域のイメージアップに特に貢献していると認められること
　③その他魅力あるふるさとづくりに特に貢献していると認められること
のいずれかに該当するものとしています。
受賞者は、都道府県、指定都市及び市町村から推薦され、有識者からなる審査
委員の審議を経て選考されました。
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十勝シティデザイン株式会社
街なかコミュニティ・ホテル事業
貸付団体：北海道帯広市

大橋鉄工秋田株式会社
自動車部品製造工場新設事業
貸付団体：秋田県横手市

社会福祉法人北海長正会
北広島市緑陽小学校跡施設利活用事業

貸付団体：北海道北広島市

日東ベスト株式会社
冷凍食品工場建設事業
貸付団体：山形県山形市

首都圏在住の十勝出身者
グループの代表が中心とな
り、十勝・帯広の地域活性
化と魅力発信のため、平成
26年に同社を設立。

廃業した建物をリノベー
ションしたホテルの運営、馬
車 BAR、十勝のコアな魅力
発信事業、SMALL LOCAL
ツアーなどの事業を展開し、
多くのメディアに取り上げ
られるなど、地域のイメー
ジアップに寄与している。

同社の従業員は、20～30代の若者が中心であり、
帯広市における若年層の雇用に貢献している。
「帯広市中心市街地活性化基本計画」には同社が手

掛ける複数の事業が位置付けられ、帯広市の中心市街
地活性化の重要な担い手となっている。

大手自動車会社の一次サ
プライヤー大橋鉄工㈱が、
受注増と地震等ＢＣＰ対策
のため、平成27年に大橋鉄
工秋田㈱を設立。

これまで大手自動車会社
と取引のなかった県内企業
３社と連携してメイド・イ
ン・アキタの部品を供給す
るなど、秋田県内の地域経
済の活性化に大いに貢献。
同社がきっかけとなり新た
な企業進出を呼ぶ波及効果
も生み出している。

秋田県内での自動車関連のイベントやものづくり
オープンカレッジ等のイベントに参加するなど、横手
市のみならず秋田県全体の製造業の魅力について積極
的に発信。

従業員のほぼすべてが秋田県内の出身であるなど地
域雇用に大きく貢献するとともに、地元の優秀な技術
者の育成にも尽力している。

昭和51年の設立以来、
障がい者自立支援法、医療
法、介護保険法等に基づく
様々な事業を行っている社
会福祉法人。地元小学校の
跡施設を利活用して、「北
広島団地地域サポートセン
ターともに」を創設。

介護、看護事業等の地域
包括ケアをはじめ、相談業
務、子育て支援、地域交流
など、地域の生活課題に向
け積極的な取組みを実施している。

学校跡施設を核とし地域住民等による地域コミュニ
ティの形成、地域活動などに寄与。地域のイベントを
開催するなど、地域住民とともに地域活性化に貢献し
ている。毎年10名程度の新規雇用を行い、子育て世
代や高齢者も積極的に採用するなど、地域における雇
用効果が多大である。

昭和23年設立の山形県寒
河江市に本社を置く大手食
品メーカー。業務用冷凍食
品を主力とし、チルド食品
などを製造販売。山形県内
８番目となる工場を山形市
内の工業団地に開設した。

食品製造業は、同社を含
め山形市の産業の中心的役
割を担っており、同工場の
製品のパッケージング・流
通など、市内企業との取引
拡大による波及効果も多大である。

令和元年12月より、山形県内の子ども食堂に、山形
工場で製造している食材を無償で提供するなど、社会活
動にも積極的に貢献している。

従業員の約６割は女性で、妊娠、出産、育児により離
職した者の再雇用制度の導入や、事業所内保育園を開設
するなど、仕事と育児の両立を支援している。

代表取締役 

坂口 琴美 氏

代表取締役社長 

大橋 雅史 氏

理事長 

三瓶 徹 氏

代表取締役社長 

塚田 莊一郎 氏



7  ● Feb. 2021 vol.142

中外医薬生産株式会社
医薬品製造工場整備事業
貸付団体：三重県伊賀市

プライミクス株式会社
新工場建設事業

貸付団体：兵庫県淡路市

マルサンアイ鳥取株式会社
豆乳等製造工場建設事業
貸付団体：鳥取県鳥取市

三光機械株式会社
包装機械製造工場建設事業
貸付団体：鹿児島県指宿市

大 正８年 創業 の医 薬 品
メーカーで、自社ブランド
の一般用医薬品等を生産す
るほか、大手製薬メーカー
の一般用医薬品、医療用医
薬品等のＯＥＭも受託。伊
賀市の工業団地に新たな工
場を増設し、新たにジェネ
リック医薬品にも対応した
生産体制を整備している。

メディカル産業が集積す
る工業団地内にある本社工
場敷地への工場増設により、
周辺企業との取引拡大等の地域経済の活性化に寄与して
いる。

また、地元雇用率は約7割と、積極的に地域人材の雇
用に努めており、雇用と地域所得の向上に貢献している。

令和２年４月には、新型コロナウィルス感染症拡大を
受け、伊賀市へアルコール消毒液を寄贈。

伊賀市内の中学校等で、職業講話を長年実施するなど、
地域人材の育成に向けた積極的な取組みを実践している。

昭和２年に国内初の工業
用クロムめっき工場として
創業。昭和24年には日本
初の高速攪拌機 T.K. ホモ
ミクサーを開発するなど、
日本における高速攪拌機の
パイオニア企業。

他地域に所在していた本
社工場及び工場を淡路市に
移転・集約し、地方創生の
リーディングケースとして
淡路市における地域振興に
大いに寄与している。

工場の敷地内に社員住宅を設けるとともに、フット
サル場等の施設を整備するなど、職住一体型の次世代
型ワークライフスタイルを実現。

本社工場内に攪拌技術を展示するミュージアムを開
設し、子供を対象としたものづくり体験を実施するほ
か、地元小学校を訪問して理科実験プロジェクトを実
施するなど、社会教育活動にも積極的に取り組む。

平成28年に、豆乳業界国
内シェア第２位のマルサン
アイ㈱100％子会社として
設立。豆乳の需要拡大や、
関西、四国、中国エリアへ
のアクセスの良さ及び災害
リスクの分散等の観点から、
鳥取市内に新工場を建設。

新工場の進出により地域
経済の活性化に寄与すると
ともに、災害時には鳥取県・
鳥取市へ飲料水や温水を提
供する災害支援協定や豆乳
を子ども食堂等へ提供する地域支援協定を締結するな
ど「安全・安心なまち」の実現にも貢献している。

従業員は地元雇用及び UJI ターンによる雇用である
など、地域の雇用創出や若者の県外流出の抑制及び移住
者の受け入れに大いに貢献。豆乳製造工程見学コースを
設置し、地元の小学校や自治会等、工場見学の積極的な
受け入れを実施している。

小袋に特化した自動充填
包装機械の専門メーカーと
して、昭和45年に会社を
設立。同社が製造する自動
充填包装機械の国内シェア
は約４割を占めており、国
内外を問わず食品業界や医
薬品業界等で広く活用され
ている。

薩摩半島最南端に位置す
る指宿市の本工場は、指宿
市の貴重な産業であるとと
もに、技術の継承を図り、
安定して事業を継続・拡大するなど、地域経済を大い
に牽引している。

また、指宿市内の商業高校の生徒の採用や県内の高
校の生徒を採用するなど、地元雇用にも貢献している。

加えて、地元の子どもたちのための図書購入費の寄
附や区民センターの改修支援を行うなど、地元人材の
育成や地域の活性化を積極的に支援している。

代表取締役社長 

田山 雅敏 氏
取締役会長 

古市 尚 氏

代表取締役社長 

兼子 明 氏
代表取締役社長 

矢口 正一 氏
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◉
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
実
現
の
担
い
手

株
式
会
社
津
軽
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ナ
ジ
ー
（
以
下
、
津
軽
Ｂ

Ｅ
）
は
、
平
成
25
年
4
月
に
設
立
さ
れ
、
平
川
市
に
初
め
て

誕
生
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
者
で
す
。
平
成
28
年

度
に
青
森
県
内
で
初
め
て
「
平
川
市
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

構
想
」
が
認
定
さ
れ
、
こ
の
構
想
の
中
で
、
津
軽
Ｂ
Ｅ
は
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
の
排
熱
を
利
用
し
た
「
農
業
促
進

～
冬
の
農
業
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
」
を
担
う
企
業
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
津
軽
Ｂ
Ｅ
が
設
立
し
た
㈱
津

軽
エ
ネ
ベ
ジ
の
ハ
ウ
ス
で
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
は
、
低
コ

ス
ト
で
化
石
燃
料
を
用
い
な
い
農
業
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
高
品
質
・
高
糖

度
で
あ
る
と
し
て
、
首
都
圏
の
販
売
店
で
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
た
め
、
平
川
市
の
農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢

献
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
津
軽
Ｂ
Ｅ
の
従
業

員
21
名
の
う
ち
、
地
元
雇
用
は
14
名
で
従
業
員
の
大
多
数
を

地
元
出
身
者
が
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
社
を
ふ
る
さ
と

企
業
大
賞
に
推
薦
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　◉
地
域
資
源
を
活
用
し
、
農
林
業
の
活
性
化
に
貢
献

平
川
市
を
は
じ
め
と
す
る
津
軽
地
方
に
は
豊
か
な
森
林

が
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
間
伐
材
が
大
量
に
発
生
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
津
軽
Ｂ
Ｅ
は
そ
れ
ら
を
原
料
と
し
た
チ
ッ
プ

を
燃
焼
さ
せ
て
発
電
を
行
う
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
り
ん
ご
の
生
産
が
盛
ん
な
平
川

市
で
は
、り
ん
ご
栽
培
の
際
に
剪
定
枝
が
大
量
に
排
出
さ
れ
、

各
農
家
に
お
い
て
独
自
に
処
理
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
ら
も
原
料
と
し
て
燃
焼
に
用
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

原
料
の
調
達
に
お
い
て
は
地
元
産
を
多
く
活
用
し
て
頂
い

て
お
り
、
地
元
調
達
率
は
90
％
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
発
電
事
業
に
よ
り
、
14
名
の
直
接
雇
用
の
み
な

ら
ず
、
原
料
と
な
る
間
伐
材
の
搬
出
な
ど
に
携
わ
る
林
間
作

業
者
等
を
含
め
た
雇
用
の
維
持
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
の
農
林
業
の
活
性
化
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
津
軽
Ｂ
Ｅ
に
は
今
後
も
継
続

し
て
地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
頂
く
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

◉�

子
育
て
世
代
へ
の
手
厚
い
支
援
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、�

住
み
続
け
た
い
ま
ち
へ
　

平
川
市
で
は
、
第
2
次
平
川
市
長
期
総
合
プ
ラ
ン
に
お
い

て
、「
あ
ふ
れ
る
笑
顔　

く
ら
し
輝
く　

平
川
市
」
を
将
来

像
に
、「
魅
力
あ
る
ひ
と
づ
く
り
」、「
活
力
あ
る
し
ご
と
づ

く
り
」、「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
3
つ
の
基
本
目

標
を
掲
げ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
第
2
子
以
降

保
育
料
無
償
化
や
中
学
校
卒
業
ま
で
子
ど
も
の
医
療
費
を

完
全
無
料
化
と
す
る
な
ど
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

や
、
令
和
2
年
4
月
に
供
用
開
始
し
た
新
た
な
体
育
館
を
、

健
康
推
進
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
の
場
と
し
て
広
く

活
用
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
で
元
気
な
ま
ち
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
人
口
が
減
少
す
る
中
に

お
い
て
市
内
で
は
宅
地
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
近
隣
自
治
体
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
を
手
厚
く
行
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
平
川
市
は
四
方

山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
県
内
で
も
１
年
を
通
じ

比
較
的
安
定
し
た
気
候
で
、
と
て
も
暮
ら
し
や
す
い
地
域
で

す
の
で
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に
平
川
市
に
定
住
し
て
頂
け

る
よ
う
に
、
今
後
も
市
民
、
企
業
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

平
川
市
の
活
力
あ
る
未
来
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ふるさと融資の概要

事 業 者 ㈱津軽バイオマスエナジー
事 業 名 木質バイオマス発電事業
実施年度 平成 25・26・27年度
設備投資額 2,625 百万円
貸 付 額 946百万円
雇 用 増 15人

㈱
津
軽
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ナ
ジ
ー

令
和
元
年
度
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞

長
なが
尾
お
�忠
ただ
行
ゆき
� 市長プロフィール

出　身	 青森県平川市

経　歴	 1995年11月　平賀町議会議員	
	 1998年	7	月　青森県議会議員	
	 2014年	2	月　平川市長就任

同
社
を
推
薦
し
た
青
森
県
平
川
市

長
尾
忠
行
市
長
に
聞
く



平
川
市
の
概
要

　平川市は平成18年1月に2町1村が合併し、青森県内で10番目の市
として誕生した。青森県南部、津軽平野の南東部に位置し、東は十和
田湖を境にして十和田市、秋田県小坂町、西は平川を隔てて弘前市、
大鰐町と接し、北は、青森市、黒石市、田舎館村、南は秋田県に接し
た錨型をなしている。地勢は、津軽平野の一部で農業に適した肥沃な
土壌の地質を持ち、水田地帯として利用される平坦地と、標高20～
300ｍの丘陵地で水稲とりんごの複合経営地帯として活用されている
台地、八甲田・十和田火山群の一部に属した山間地で構成されている。
現在の平川市を形成する平賀地域（旧平賀町）、尾上地域（旧尾上町）お

よび碇ヶ関地域（旧碇ヶ関村）は、古くは鎌倉時代に区分された「平賀郡」に属しており、本市はその中心地で
あって、古来より肥沃な穀倉地帯として発展してきた。近隣市の弘前市、黒石市へのアクセスが良いことか
ら、子育て支援などが手厚い平川市内に居住し、近隣市へ通勤、通学する人も少なくない。

人口▶30,764人（令和2年10月末時点）　　面積▶346.01㎢ https://www.city.hirakawa.lg.jp/

特産品や観光情報を紹介
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【猿賀公園の蓮の花】
「和蓮」の群生地としては北限と言われており、毎年
7月中旬から9月初旬ころまで、池一面に咲き誇るピ
ンク色の花を楽しむことができます。蓮の花は朝早く
開花し昼には閉じてしまうため、午前中が見ごろです。

【世界一の扇ねぷた】
高さ約 12ｍ、幅約 9.2 ｍ、重さ約 6ｔと、扇ねぷた
としては世界一の大きさを誇ります。毎年 8月に開
催される「平川ねぷたまつり」では、運行の最後を
飾り、多くの観客を魅了して祭りを盛り上げます。

【桃】
青森県内でも有数のりんごの産地として知ら
れている平川市ですが、その栽培技術を活か
して高品質の桃が生産されています。

【平川サガリ】
平川市には家族や友人と屋外での焼肉「にぐ」
を楽しむ文化があり、そのメニューとして愛
されているのが牛や豚のサガリ肉です。８月
のねぷた祭りやお盆の時期になると、市内の
精肉店にはサガリを買い求める人の行列がで
きるほどです。

【国指定名勝「盛美園」】
津軽地方に数多くみられる「大石武学流」を代表する庭園であり、明治時代に作庭された
三大庭園のひとつに数えられています。この庭園を鑑賞するために建てられた「盛美館」は、
他に類を見ない、1階と2階とで意匠が異なる和洋折衷様式が特徴で、庭園と見事に調和し
た独自の美しさです。映画「借りぐらしのアリエッティ」の舞台イメージとなった場所と言
われています。

ぐるめ
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令和元年度ふるさと企業大賞

津
軽
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ナ
ジ
ー
の
発
電
所
は
、
津
軽

平
野
の
田
園
地
帯
に
建
っ
て
い
ま
す
。
向
か
い
の
広

場
に
は
大
量
の
間
伐
材
な
ど
が
置
か
れ
、
発
電
所
に

併
設
す
る
木
質
チ
ッ
プ
工
場
に
ト
ラ
ッ
ク
で
次
々
に

運
び
込
ま
れ
ま
す
。
発
電
は
、
破
砕
後
の
チ
ッ
プ
を

燃
や
し
た
熱
で
作
ら
れ
た
高
温
高
圧
の
水
蒸
気
で

タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
原
理
は
火
力
発

電
所
と
同
じ
で
す
。
発
電
所
横
の
圃ほ
じ
ょ
う場

に
は
排
熱
を

活
用
し
て
冬
で
も
高
糖
度
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
す

る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
あ
り
ま
す
。
発
電
設
備
の
冷

却
塔
か
ら
は
白
い
蒸
気
が
立
ち
上
っ
て
い
ま
し
た
。

捨
て
ら
れ
る
木
材
の
活
用
策
を
模
索

発
電
所
の
実
現
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
創
業
の
き
っ
か
け
を
奈

良
社
長
は
こ
う
振
り
返
り
ま
す
。「
昔
は
山
林
の
樹

木
は
建
設
材
ば
か
り
で
な
く
炊
事
や
暖
房
の
燃
料

と
し
て
も
活
用
さ
れ
、『
財
産
』
と
誰
も
が
認
め
る

も
の
で
し
た
。
し
か
し
林
業
が
産
業
と
し
て
の
勢
い

を
失
う
と
間
伐
材
は
無
用
物
と
し
て
山
林
に
放
置

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
林
地
残
材
は
融

雪
・
豪
雨
災
害
の
元
凶
に
も
な
り
ま
す
。
リ
ン
ゴ
畑

も
そ
う
で
す
。
廃
業
し
た
リ
ン
ゴ
農
家
の
リ
ン
ゴ
の

樹
が
伐
採
さ
れ
て
畑
の
隅
で
野
ざ
ら
し
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
有
価
物
が
無
価
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。『
も
っ
た
い
な
い
』
と
思
い
、
何
か
活
用

策
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」。
平
川
市
役
所
で
農
林
業
を
担
当
し
て
い
た
奈

社長に聞く
青森県■平川市

株式会社 津軽バイオマスエナジー
代表取締役社長 奈良 進氏

⃝
「ふるさと企業大賞」に輝いた

「
も
っ
た
い
な
い
」の
発
想
か
ら

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
実
現

再生可能エネルギーの導入拡大は喫緊の重要テーマで、中でも木質バイオマス発
電は林業や農業の振興、雇用の拡大など地域活性化に直結するため注目されています。
今回ご紹介する株式会社津軽バイオマスエナジーの奈良進社長は平川市職員時代に、
放置されている間伐材やリンゴの古い枝を「もったいない」と感じ、同じように農
林業の衰退に問題意識を持つ地域の企業や市民、そして市役所とともに苦労の末、
バイオマス発電の事業化を実現しました。
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良
社
長
の
問
題
意
識
が
後
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に

つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

 

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
後
、
国
で
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制

度
）が
法
制
化
さ
れ
ま
し
た
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
発
電
し
た
電
気
を
電
力
会
社
が
一
定
価
格
で
、
一

定
期
間
買
い
取
る
こ
と
を
国
が
約
束
す
る
制
度
で
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

奈
良
社
長
は
「
捨
て
ら
れ
て
い
る
木
材
を
活
用
す

る
道
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
、
市

民
に
相
談
し
ま
し
た
。
す
る
と
多
く
の
市
民
も
奈
良

社
長
と
同
じ
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
平
成
24
年
に
市
民
と
企
業
50
人･

団
体
が
参
加

し
た
任
意
団
体「
津
軽
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
研
究
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
平
川
市
の
支
援
も
受
け
な
が

ら
約
2
年
に
わ
た
っ
て
具
体
的
な
事
業
化
へ
の
方
策

を
検
討
し
ま
し
た
。

発
電
ノ
ウ
ハ
ウ
、
事
業
経
験
、 

資
金
す
べ
て
「
な
し
」

理
念
は
あ
っ
て
も
、
発
電
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
発
電
事

業
の
経
験
、
さ
ら
に
言
え
ば
資
金
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
奈
良
社
長
は
地
元
に
進
出
し
て
い
た
産
業
廃

棄
物
処
理
や
再
資
源
化
事
業
を
手
掛
け
る
㈱
タ
ケ
エ

イ
（
本
社･

東
京
）
の
子
会
社
環
境
保
全
㈱
に
協
力

を
求
め
ま
し
た
が
、
事
業
協
力
を
子
会
社
が
決
め
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
平
川
市
長
を
始
め

林
業
に
携
わ
る
人
な
ど
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
が
㈱
タ

ケ
エ
イ
の
本
社
に
陳
情
に
行
き
ま
し
た
。
地
元
の
意

欲
と
事
業
の
意
義
を
必
死
に
訴
え
ま
し
た
。
本
気
度

が
伝
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
最
後
に
は
㈱
タ
ケ
エ

イ
の
山
口
仁
司
前
社
長
は
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
、

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
発
電
の
運
転
管
理
で
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
の
経
験
が
豊
富
な
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
エ
ン

バ
イ
ロ
メ
ン
ト
（
仏･

パ
リ
）
と
の
合
弁
企
業
方
式

を
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

事
業
化
の
帰
趨
を
決
め
た
㈱
タ
ケ
エ
イ
の
事
業
協

力
の
決
断
に
ふ
る
さ
と
財
団
の
ふ
る
さ
と
融
資
が
後

間伐材等を集荷 津軽バイオチップ㈱

集荷された間伐材などの保管エリア。破砕
され（右上）、木質チップに（右下）

向かって右が平川発電所。左が木質チップ製造工場。
左後方の山は「津軽富士」とも呼ばれる岩木山

木質バイオマス発電と関連事業のスキーム

木質チップに加工

学校・公共施設に売電

電力会社に売電

木質チップを燃焼し高温高圧蒸気でタービンを回す

㈱津軽バイオマスエナジー

ハウス栽培

排熱

発電

発電の心臓部タービンローター

昔「有価物」の木材が今は「無価物」で放置
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令和元年度ふるさと企業大賞

押
し
し
た
よ
う
で
す
。
奈
良
社
長
は
「
事
業
開
始
か

ら
概
ね
５
年
間
が
事
業
者
に
と
っ
て
は
一
番
大
変
な

時
期
で
す
が
、
利
子
を
地
元
自
治
体
が
負
担
す
る
ふ

る
さ
と
融
資
制
度
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と

で
償
還
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
上
に
ふ
る
さ

と
融
資
制
度
を
活
用
で
き
た
こ
と
は
地
元
自
治
体
や

ふ
る
さ
と
財
団
と
い
っ
た
公
的
団
体
が
事
業
を
理
解

し
賛
同
し
て
く
れ
て
い
る
証
明
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
建
設
費
の
半
分
以
上
を
融
資
す
る
㈱
タ
ケ
エ
イ

に
と
っ
て
も
林
業
や
電
気
事
業
は
馴
染
み
の
な
い
業

界
で
資
金
支
出
に
悩
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ふ
る
さ

と
融
資
を
活
用
で
き
る
こ
と
で
踏
み
切
っ
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

平
成
25
年
に
、
地
元
の
期
待
を
背
負
っ
た
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
が
い
よ
い
よ
具
体
化
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
平
川
市
も
出
資
し
て
、
株
式
会
社
津
軽
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ナ
ジ
ー
が
設
立
し
、
さ
ら
に
燃
料
供
給

会
社
「
津
軽
バ
イ
オ
チ
ッ
プ
株
式
会
社
」
が
設
立
さ

れ
ま
す
。
翌
平
成
26
年
に
は
、
平
川
市
と
発
電
所
用

地
の
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
と
チ
ッ
プ
工
場
の
用
地
は
計
約
９
千
平
方
㍍
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
基
づ
く
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
の
設
備
認
定
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
）

を
受
け
、
準
備
は
整
い
ま
し
た
。
株
式
会
社
津
軽
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ナ
ジ
ー
の
初
代
社
長
に
は
環
境
保
全
㈱

の
大
山
清
悦
社
長
が
就
任
し
ま
す
が
、
親
会
社
の
㈱

タ
ケ
エ
イ
は
２
年
後
に
「
地
域
の
会
社
な
の
だ
か
ら

地
域
の
人
が
運
営
す
る
べ
き
だ
」
と
し
て
、
奈
良
社

長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
地
産
地
消
」

発
電
所
の
発
電
量
は
１
時
間
に
６
２
５
０
ｋ
ｗ
で
、

発
電
所
内
で
消
費
す
る
電
気
以
外
の
５
５
０
０
ｋ
ｗ

が
売
電
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
３
割
は
13
の
小
中
学

校
や
給
食
セ
ン
タ
ー
、
公
共
施
設
な
ど
平
川
市
内
の

計
20
カ
所
に
送
ら
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
地
産
地
消
」

を
実
現
し
て
い
ま
す
。
残
る
7
割
が
東
北
電
力
の
送

電
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
一
般
に
売
電
さ
れ
ま
す
が
、
奈

良
社
長
は
「
弊
社
の
株
主
で
も
あ
る
生
活
協
同
組
合

で
も
、
小
売
電
気
事
業
者
を
通
じ
て
売
電
さ
れ
て
い

ま
す
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
電
力
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
【
注
】
の
考
え
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が

ゼ
ロ
に
な
り
、
エ
コ
企
業
と
い
う
プ
ラ
ス
の
ア
ピ
ー

ル
に
つ
な
が
る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
」
と
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

発
電
量
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
奈
良
社
長
は

「
青
森
県
の
試
算
で
津
軽
側
の
森
林
か
ら
出
る
間
伐

材
の
量
は
５
０
０
０
ｋ
ｗ
ク
ラ
ス
の
発
電
所
１･

５

個
分
ぐ
ら
い
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
蒸
気

を
冷
や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
内
陸
に
は
海

水
は
な
く
地
下
水
の
冷
却
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
ン
ト
機
材
の
能
力
ア
ッ
プ
で
６
０
０
ｋ
ｗ
程
度

の
増
加
は
行
い
ま
す
が
そ
れ
以
上
増
や
す
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
現
状
の
発
電
量
を
維
持
す
る
方
針
を

示
し
ま
し
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
売
電
価
格
は
原
料
の
木
材
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
国
有
林
か
ら
の
間
伐
材

な
ど
の
未
利
用
材
で
発
電
し
た
場
合
は
1
ｋ
ｗ
32
円
、

自
治
体
が
認
め
た
農
業
由
来
の
木
材
は
1
ｋ
ｗ
24
円

で
す
。
20
年
間
は
ほ
ぼ
こ
の
価
格
で
売
電
さ
れ
、
逆

算
し
て
原
料
と
な
る
木
材
の
買
い
取
り
価
格
が
決
ま

り
ま
す
。

木
材
を
供
給
す
る
林
業
の
協
力
企
業
は
８
社
で
、

集
荷
さ
れ
る
の
は
、
間
伐
材
や
リ
ン
ゴ
の
剪せ
ん

定て
い

枝し

、

製
材
所
か
ら
出
る
製
材
端は

材ざ
い

で
、
そ
の
比
率
は
94
：

1
：
5
。
間
伐
材
が
圧
倒
的
で
、
集
荷
エ
リ
ア
は
津

軽
一
円
と
秋
田
県
北
部
が
中
心
で
す
。
リ
ン
ゴ
の
老

雇用生み、産業振興につながるバイオマス発電
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木
や
剪
定
枝
が
少
な
い
の
は
、
リ
ン
ゴ
農
家
の
作
業

が
重
労
働
の
割
に
買
い
取
り
価
格
が
低
い
こ
と
も

影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

70
人
以
上
の
雇
用
創
出

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
雇
用

を
生
み
、
地
場
の
産
業
を
元
気
に
し
、
さ
ら
に
派
生

す
る
事
業
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
す
。
24
時
間
稼
働
す

る
発
電
所
で
21
人
、
チ
ッ
プ
会
社
で
27
人
、
集
荷
す

る
8
社
で
20
人
、
関
係
農
業
法
人
で
7
人
の
雇
用
が

創
出
さ
れ
ま
し
た
。
平
川
市
な
ど
近
隣
を
中
心
に
県

内
雇
用
は
9
割
以
上
に
な
り
ま
す
。

「
家
を
出
た
孫
が
帰
っ
て
き
た
、
と
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
嬉
し
そ
う
に
話
す
の
を
聞
く
と
こ
の
事
業
を
や

っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
林
業
の
将
来
に
見
切

り
を
つ
け
、
家
を
離
れ
た
若
者
が
実
家
の
経
済
状
況

が
好
転
し
た
た
め
、
ふ
る
さ
と
に
戻
っ
て
き
た
の
で

す
。
無
価
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
間
伐
材
が
有
価
物

に
な
っ
た
こ
と
で
林
業
を
前
向
き
に
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
」。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

奈
良
社
長
は
目
を
細
め
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

派
生
事
業
で
は
排
熱
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。
タ
ー

ビ
ン
を
回
し
た
蒸
気
を
冷
や
し
た
冷
却
水
は
温
水
に

な
り
ま
す
。
こ
の
温
水
を
隣
接
す
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
に
送
り
、
6
月
か
ら
翌
年
1
月
ま
で
ミ
ニ
ト
マ
ト

を
収
穫
し
て
い
ま
す
。「
こ
の
温
水
は
発
電
の
派
生

物
で
、
利
用
し
な
け
れ
ば
無
価
物
。
も
っ
た
い
な
い

の
で
す
。
津
軽
で
冬
の
農
業
は
不
可
能
と
い
わ
れ
て

き
ま
し
た
の
で
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
以
外
の
農
業
の

活
用
策
を
考
え
て
い
ま
す
」。
奈
良
社
長
は
発
電
所

の
次
の
事
業
展
開
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

「
小
規
模
で
す
が
、
痩
せ
て
も
枯
れ
て
も
電
力
会

社
の
一
つ
。
24
時
間
定
格
出
力
で
発
電
し
続
け
る
に

は
事
故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
も
っ
と
も
大
事
で
す
。

農
地
の
真
ん
中
に
立
地
し
て
い
ま
す
か
ら
環
境
面
で

地
域
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま

す
」。
奈
良
社
長
は
安
全
と
規
律
を
経
営
の
柱
に
掲

げ
て
い
ま
す
。

平
川
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
奈
良
社
長
に
率
い
ら
れ

る
津
軽
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
を
通
じ
て
地
元
の
雇
用
を
生
み
出

し
、
産
業
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
に
貢
献
す
る
企
業

と
し
て
地
元
に
根
付
い
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

【
注
】 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
＝
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体

で
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）の
排
出
量
と
吸
収
量
と
が
プ

ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
の
状
態
に
な
る
こ
と
。
植
物
由

来
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
燃
焼
す
る
と
き
に
Ｃ
Ｏ
２
を

排
出
す
る
が
、
植
物
の
成
長
過
程
で
光
合
成
に
よ
り

Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
し
て
い
る
の
で
、
実
質
的
に
は
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
は
相
殺
さ
れ
る
と
い
う
見
解
。

Company 
Profile

概　要

	 株式会社津軽バイオマスエナジー		

	 21人、関連企業などを加えると70人以上	

	 	バイオマス発電事業

	 		〒036-0221		
青森県平川市中佐渡下石田35番地1		
	TEL:	0172-57-4444	
FAX:	0172-57-4445

	 http://www.tsugaru-be.jp/index.html

沿　革

平成24年 「津軽新エネルギー事業研究会」を設立（平川市、
林業者等 50団体 ･人が参加）

平成25年 株式会社津軽バイオマスエナジーを設立。平川
市、10百万円を出資

平成26年 平川市と立地協定を締結。経済産業省「電気事
業者による再生可能エネルギー電気の調達に関
する特別措置法の規定に基づく再生可能エネル
ギー発電設備（バイオマス）」認定

平成27年 発電設備竣工　※推薦事業（ふるさと融資活用
946百万円）。商業発電（売電）開始

平成29年 経済産業省の「地域未来牽引企業」に選定

令和元年 ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞

会 社 名

従業員数

主な業務

所 在 地

U R L		
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企業等の地域資源を活用した新商品開発等に対し市町村が支援を行う場合に、財団が当該市町村に対し補助
金を交付することで、地域産業の育成・振興に資するよう地域における投資や雇用の創出を促進するものです

ふるさとものづくり支援事業

昔から生薬として使われてきた「キハダ」を有効活用して生まれたボディソープ

地域産業の育成と発展を支援

Company Profile

秩父樹液生産協同組合
代 表 者▶代表理事  山中敬久
事業内容▶ 秩父の森を元気にすること、秩父の森を守るこ

と、持続可能な森林経営を目的に「伐（き）ら
ない林業」に取り組む。

所 在 地▶ 〒369-1901 埼玉県秩父市大滝1999番
電 　 話▶0494-55-0122
U R L▶http://acermono.com/

秩
父
の
森
の
落
葉
樹
「
キ
ハ
ダ
」
の
効
用
生
か
し
、

薬
用
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
の
商
品
化
を
実
現

埼
玉
県
■
秩
父
市 

秩
父
樹
液
生
産
協
同
組
合
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中
山
間
地
域
で
森
林
と
共
生
し
て
き
た
人
た
ち
が
昔
か

ら
生
薬
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
広
葉
樹
「
キ
ハ
ダ
」
の
樹

皮
の
効
用
を
生
か
し
、「
薬
用
　
き
は
だ
の
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
」

を
開
発
し
、商
品
化
を
実
現
し
ま
し
た
。発
想
の
原
点
は
、

森
林
資
源
を
多
様
に
活
用
し
て
林
業
を
活
性
化
し
、
ひ
い

て
は
森
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う
理
念
で
し
た
。
今
回
は

埼
玉
県
秩
父
市
の
秩
父
樹
液
生
産
協
同
組
合
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。
大
学
卒
業
後
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

か
ら
同
組
合
職
員
に
な
ら
れ
た
吉
本
隆
久
氏
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

「
本
来
の
秩
父
の
森
の
姿
を
取
り
戻
し
た
い
」

秩
父
市
は
埼
玉
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
荒
川
の
源
流

に
近
い
大
滝
地
区
（
旧
大
滝
村
）
に
秩
父
樹
液
生
産
協
同

組
合
は
あ
り
ま
す
。
地
区
の
97
％
は
山
林
で
標
高
２
０
０

０
㍍
級
の
山
々
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
に
林
業
の
再
生
と
森
林
の
保
全
を
図
る
た
め
、

「
森
は
広
葉
樹
、
針
葉
樹
、
下
草
、
昆
虫
、
微
生
物
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
で
構
成
さ
れ
、
動
物
と
植
物
が
複
雑

に
関
係
し
あ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
の
が
本
来
の

姿
。
し
か
し
、
多
く
の
森
は
人
間
に
よ
っ
て
乱
伐
さ
れ
た

り
、
単
一
な
植
生
に
作
り
替
え
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
秩

父
の
森
も
半
分
ほ
ど
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
に
な
っ

て
い
る
。
用
材
と
し
て
伐
採
し
た
後
に
多
種
多
様
な
広
葉

樹
の
苗
を
植
え
、
本
来
の
秩
父
の
森
の
姿
を
取
り
戻
し
て

い
き
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
秩
父
樹
液
生
産
協
同
組

合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
伐
採
の
Ｉ
Ｔ
化
、
薬
科
大
と
の

共
同
開
発
、
森
の
樹
液
や
樹
皮
の
活
用
等
、
林
業
の
再
生

と
地
域
の
活
性
化
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

「
伐
（
き
）
ら
な
い
林
業
」

同
組
合
で
は
、
秩
父
の
森
を
元
気
に
す
る
、
秩
父
の
森

を
守
る
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
目
的
に
「
伐
（
き
）

ら
な
い
林
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
伐
（
き
）
ら
な
い
林
業
」
で
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を

人
工
的
に
植
林
し
て
、
伐
採
す
る
従
来
の
林
業
の
や
り
方

か
ら
脱
却
し
た
「
森
林
資
源
を
多
様
に
活
用
す
る
林
業
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
秩
父

の
森
に
多
く
自
生
し
て
い
る
広
葉
樹
「
カ
エ
デ
」
の
樹
液

を
使
っ
た
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
の
採
取
で
し
た
。
か
つ
て

山
の
民
が
滋
養
強
壮
や
母
乳
の
代
わ
り
に
用
い
て
い
た
と

い
う
カ
エ
デ
糖
を
国
産
の
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
と
し
て
商

品
化
し
、
道
の
駅
な
ど
で
好
評
に
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
第
２
弾
が
広
葉
樹
「
キ
ハ
ダ
」
の
樹
皮
を
活
用
し

た
商
品
化
で
し
た
。

「
ち
ち
ぶ
も
り
の
め
ぐ
み
」
の
「
キ
ハ
ダ
」
に
着
目

キ
ハ
ダ
は
、
ミ
カ
ン
科
の
落
葉
高
木
で
10
～
15
㍍
ま
で

成
長
し
ま
す
。
樹
皮
の
内
皮
は
鮮
や
か
な
黄
色
で
、
こ
の

黄
色
い
色
素
は
ベ
ル
ベ
リ
ン
と
い
う
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
成
分

で
す
。
こ
れ
以
外
に
も
リ
モ
ノ
イ
ド
と
い
う
ミ
カ
ン
科
独

特
の
苦
み
成
分
を
含
ん
で
お
り
、
樹
木
へ
の
細
菌
感
染
や

虫
害
を
防
ぐ
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
内
皮
か
ら
コ
ル
ク
質

を
取
り
除
い
て
乾
燥
し
た
も
の
が
生
薬
の
「
黄お
う

檗ば
く

」
と
な

り
、
古
く
か
ら
抗
菌
、
抗
炎
症
、
健
胃
・
下
痢
止
め
の
効

能
な
ど
が
知
ら
れ
、
各
地
で
黄
檗
を
主
成
分
と
す
る
民
間

薬
が
あ
り
、
漢
方
薬
に
も
多
く
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
樹
皮
に
は
独
特
の
ぬ
め
り
が
あ
り
、
手
に
付
く
と
膜

を
張
っ
て
保
護
し
て
く
れ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

最
初
の
キ
ハ
ダ
商
品
は
独
特
の
風
味
に
着
目
し
た
サ
イ

ダ
ー
で
し
た
。
地
元
の
名
水
に
カ
ボ
ス
の
果
汁
を
加
え
、

ス
ッ
キ
リ
と
キ
ハ
ダ
の
苦
み
の
き
い
た
、
い
ま
ま
で
に
な

い
清
涼
飲
料
水
に
仕
上
が
り
、
平
成
26
年
に
１
万
本
を
製

造
・
発
売
し
ま
し
た
。

キ
ハ
ダ
に
つ
い
て
、
体
臭
予
防
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
薬
科
大
に
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

木の皮を向くと、
鮮やかな黄色の内皮が現れる

外皮を取り除いた樹皮
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か
ら
キ
ハ
ダ
の
有
用
性
の
研
究
を
依
頼
す
る
と
抗
酸
化
作

用
な
ど
か
ら
皮
膚
の
老
化
防
止
や
肌
の
保
水
性
に
役
立
つ

こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
商
品
群
と
は

異
な
る
化
粧
品
で
の
新
商
品
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
の

で
す
。

「
肌
し
っ
と
り
」
の
エ
キ
ス
濃
度
調
整
は
一
苦
労

ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
製
薬
会
社
に
製

造
を
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、
漢
方
薬
の
製
造
と
同
じ
く
、

黄
檗
を
細
か
く
砕
き
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
成
分
を
抽
出
し
ま

す
。
試
作
段
階
で
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
に
入
れ
る
黄
檗
エ
キ
ス

の
濃
度
を
５
％
、
３
％
、
１
％
で
テ
ス
ト
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。5
％
で
は
肌
が
チ
ク
チ
ク
す
る
と
い
う
声
が
あ
り
、

最
終
的
に
肌
が
し
っ
と
り
す
る
と
評
判
が
良
か
っ
た
１
％

に
な
り
ま
し
た
。

薬
効
を
謳
っ
て
普
通
の
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
と
差
別
化
す
る

に
は
、「
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び

安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
略
称
＝
薬
機
法
、
旧

薬
事
法
）」
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
半
年
以

上
の
時
間
を
掛
け
て
こ
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
し
、

平
成
28
年
に
「
薬
用　

き
は
だ
の
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
」
が
完

成
し
ま
し
た
。

商
品
化
す
る
に
当
た
り
、
成
分
表
示
は
薬
機
法
に
従
っ

た
表
示
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や

販
促
ツ
ー
ル
な
ど
は
専
門
的
な
知
識
を
要
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
外
部
委
託
に
必
要
な
資
金
を
確
保
す
る
た
め
に
活

用
し
た
制
度
が
ふ
る
さ
と
財
団
の
「
ふ
る
さ
と
も
の
づ
く

り
支
援
事
業
」
で
す
。
吉
本
氏
は
「
も
の
づ
く
り
支
援
補

助
金
が
な
か
っ
た
ら
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
は
販
売
に
到
達
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
特
に
過
疎
地
域
等
は
助
成
率
が
９
／
10
と

高
く
、
過
疎
地
域
に
お
い
て
新
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
者
に
と
っ
て
は
魅
力
的
な
制
度
で
す
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

優
れ
た
保
湿
作
用
で
デ
リ
ケ
ー
ト
な
肌
を
保
護
す
る

「
薬
用　

き
は
だ
の
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
」
は
３
０
０
㍉
㍑
、

２
７
８
０
円
（
税
別
）
で
３
０
０
０
本
、
１
０
０
㍉
㍑
、

１
３
０
０
円
（
税
別
）
で
５
０
０
０
本
製
造
し
、
道
の
駅

や
秩
父
市
内
の
店
舗
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
で
販

売
中
で
す
。
３
０
０
㍉
㍑
は
完
売
し
、
よ
り
大
き
な
容
量

で
の
販
売
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

「
ア
ト
ピ
ー
改
善
で
継
続
使
用
」
と
リ
ピ
ー
タ
ー

販
売
価
格
は
高
め
で
す
が
、
香
り
、
泡
立
ち
、
う
る
お

い
感
が
と
て
も
良
い
、
肌
の
ス
ベ
ス
ベ
感
が
持
続
す
る
、

ニ
キ
ビ
に
効
く
気
が
す
る
、
体
の
か
ゆ
み
が
少
な
く
な
っ

た
、と
評
価
は
高
く
、驚
い
た
の
は
、子
ど
も
の
ア
ト
ピ
ー

が
な
く
な
っ
た
の
で
継
続
的
に
使
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
キ
ハ
ダ
の
殺
菌･

消
毒

作
用
や
保
湿
作
用
で
一
般
の
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
の
上
を
い
く

効
果
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

秩
父
樹
液
生
産
協
同
組
合
は
日
本
薬
科
大
学
と
連
携

し
て「
ち
ち
ぶ
も
り
の
め
ぐ
み
」ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、

森
と
人
が
関
わ
り
続
け
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
林

業
を
活
性
化
さ
せ
、豊
か
な
秩
父
の
森
を
取
り
戻
す
た
め
、

カ
エ
デ
、
キ
ハ
ダ
に
続
く
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
化
構
想
を
模

索
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
林
業
を
見
直
し
、
こ
れ
か

ら
森
林
を
健
全
に
維
持
し
、
新
た
な
森
林
文
化
を
育
て
る

契
機
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
市
は
、「
環
境
立
市 
秩
父
」
と
し
て
、

地
域
新
電
力
会
社
の
設
立
に
よ
る
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
た
森
林
整
備
な
ど
、
豊
か
な
自
然
環

境
を
活
か
し
た
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
い

ま
す
。

市
内
の
企
業
・
団
体
等
に
お
い
て
も
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
き
は

だ
の
ボ
デ
ィ
ー
ソ
ー
プ
」
も
、
代
表
例
の
一

つ
で
す
。

秩
父
樹
液
生
産
協
同
組
合
様
は
、
キ
ハ
ダ

関
連（
サ
イ
ダ
ー
・
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
）に
加
え
、

秩
父
に
数
多
く
の
種
が
生
育
す
る
カ
エ
デ
の

樹
液
を
活
用
し
た
国
産
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ

等
の
製
品
化
な
ど
、「
秩
父
な
ら
で
は
」
の

事
業
を
志
高
く
展
開
さ
れ
て
お
り
、
今
後
ま

す
ま
す
の
取
組
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
市
と

し
て
も
、
様
々
な
形
で
応
援
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

秩父市ホームページ
http://www.city.chichibu.lg.jp/

主幹　黒田　誠氏

秩父市
地域政策課より
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【三
み そ つ ち

十槌の氷
つらら

柱】
奥秩父の冬の風物詩である三十槌の氷柱は、厳冬
期の 1月中旬から 2月下旬にその幻想的な姿を現
します。高さ8メートル、幅 30メートルの巨大な
氷柱は、まさに荒川源流の大自然が作り上げる氷
の芸術。期間中はライトアップも行われ、一味違っ
た景観美が楽しめます。

【秩父夜祭】　
毎年 12 月 2日、3日に開かれる秩父夜祭は、京都祇園祭、飛騨高山祭と並び日本三大曳山
祭の一つに数えられます。勇壮な秩父屋台囃子が打ち鳴らされる中、最大 20トンもある絢
爛豪華な笠鉾と屋台が曳航される様子は迫力満点。盛大に花火も打ち上げられ、師走の夜
を彩ります。（ユネスコ無形文化遺産）

【秩父銘仙】
古くから養蚕業で栄えた秩父地域の絹織物であ
る「秩父銘仙」は、国指定伝統的工芸品に指定
されています。「ちちぶ銘仙館」では秩父銘仙
ができるまでの工程を見ることができます。

【秩父の雲海】
秩父盆地では、夜に地面付近の空気が冷えて霧
が発生することが多く、早朝にかけて雲海が見
られます。市街地を覆うように雲海が発生する
ため、橋が雲海に包まれて幻想的に見える「天
空の橋」、夜景の光が雲海を照らし虹色に輝く
「雲海の夜景」など、様々なバリエーションの
雲海を楽しむことができます。

秩父市は、埼玉県の北西部に位置し、県全体の約15% を
占める広大な面積（577.83平方キロメートル）を有します。
市域の87% は森林で、そのほとんどが秩父多摩甲斐国立公
園や県立自然公園の区域に指定されており、豊かな自然環
境に恵まれた地域です。東京・池袋から西武鉄道特急で最
短77分の場所に位置し、田舎の顔を持ちながら都心にも出
やすい、良いとこどりのできる地域です。
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●
内
子
町
の
概
要

旧
内
子
町
・
五
十
崎
町
・
小
田
町
の
合
併

に
よ
り
平
成
17
年
に
誕
生
し
た
内
子
町
は
、
県

都
松
山
市
か
ら
南
南
西
約
40
㎞
、
愛
媛
県
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
す
る
人
口
約
１
６
０
０
０
人
の

ま
ち
で
す
。
中
央
部
に
は
一
級
河
川
・
肱
川
の

支
流
で
あ
る
小
田
川
が
流
れ
、
穏
や
か
で
風
光

明
媚
な
景
色
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
子
町
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
に
か

け
て
和
紙
や
木
蝋
の
生
産
で
栄
え
ま
し
た
。
そ

の
歴
史
的
風
土
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
の
が
、

昭
和
57
年
に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
た「
八
日
市
・
護
国
の
町
並
み
」

で
す
。
商
家
や
土
蔵
、
町
家
な
ど
の
建
物
が
当

時
の
ま
ま
軒
を
連
ね
て
お
り
、
大
勢
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
内
子
本
町
商
店
街
周
辺
に
は
、

大
正
５
年
に
創
建
さ
れ
た
芝
居
小
屋「
内
子
座
」

が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
場
以
降
、
歌
舞
伎

や
文
楽
な
ど
様
々
な
興
行
が
催
さ
れ
た
「
内
子

座
」
は
、
老
朽
化
に
よ
る
解
体
の
危
機
を
乗
り

越
え
、
復
原
工
事
の
末
、
昭
和
60
年
よ
り
再
出

発
を
果
た
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
プ
ロ
に
よ
る

伝
統
芸
能
の
ほ
か
、
住
民
の
発
表
会
に
も
活
用

さ
れ
る
な
ど
、
町
内
外
の
芸
術
活
動
拠
点
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
山
間
地
域
で
あ
る
内
子
町
で
は
、

「
町
並
み
」だ
け
で
な
く「
村
並
み
」や「
山
並
み
」

の
景
観
保
全
活
動
も
行
わ
れ
て
お
り
、「
町
並

か
ら
村
並
、
そ
し
て
山
並
へ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か

し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

●
事
業
の
概
要

①
課
題
と
取
り
組
み
の
背
景

内
子
町
に
は
、
観
光
協
会
や
保
存
会
な
ど
ま

ち
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
組
織
が
複
数
存
在
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
・
組
織
の
活
動
は

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
等
、
よ
り
大
き
な
取
り
組
み
に
進

む
た
め
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
内
子
町
は
平
成
30
年
度
に
外
部
専

門
家
派
遣
（
短
期
診
断
）※
１
を
活
用
し
、
地
域

再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
養
父
信
夫
氏
（
一

般
社
団
法
人
九
州
の
ム
ラ
）と
高
橋
一
夫
氏（
近

畿
大
学
経
営
学
部
）
か
ら
「
重
点
地
域
へ
の
外

部
人
材
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
）
の
投
入
」

令和2年度 地域再生マネージャー事業 外部専門家活用助成

　ふるさと財団では、地域再生に取り組む市町村が各分野の専門的知識や実務的ノウハウを有する
外部専門家を活用する場合に、その費用の一部を助成する「外部専門家活用助成」を行っています。

内子座

極
上
の
田
舎
の
目
的
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
！

地
域
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
事
業

愛
媛
県
内
子
町
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や
「
観
光
商
品
づ
く
り
に
繋
げ
る
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
試
行
」
等
、
様
々
な
提
言
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
提
言
内
容
を
踏
ま
え
て
令
和
元

年
度
よ
り
外
部
専
門
家
活
用
助
成
に
申
請
。
養

父
氏
を
外
部
専
門
家
に
据
え
、
主
体
組
織
の
連

携
に
よ
る
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
新
た
な
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。

②
１
年
目
の
取
り
組
み

内
子
町
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
町
内
全
域

を
舞
台
と
し
た
目
的
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
で

す
。
異
な
る
特
色
を
有
し
た
３
箇
所
の
モ
デ
ル

地
区
（
石
畳
地
区
・
小
田
地
区
・
御み
そ
ぎ祓

地
区
）※
２

に
お
い
て
、
来
訪
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
（
見

る
、
体
験
す
る
、
手
に
入
れ
る
）
に
応
じ
た
観

光
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
体
制
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
年
目
に
は
主
に
地
域
の
調
査
に
動
き
、
担

い
手
の
発
掘
や
地
域
が
抱
え
る
諸
問
題
解
決
へ

の
検
討
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
外
部
専
門

家
が
「
人
」
と
「
地
域
」
を
「
事
業
」
に
繋
ぐ

役
目
を
果
た
し
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ

せ
た
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
及
び
、
法
人

化
し
た
観
光
協
会
と
の
連
携
体
制
構
築
に
至
る

ま
で
事
業
を
進
め
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
先
進
地
の
視
察
や
ガ
イ
ド
の
講

習
等
を
実
施
し
、
地
域
人
材
の
育
成
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。

③
２
年
目
の
取
り
組
み

２
年
目
と
な
る
今
年
度
も
、
精
力
的
に
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に
観
光
協
会

と
連
携
し
て
実
施
し
た「
内
子
の
親
子
旅
」は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
屋
外
体
験
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、全
開
催
日
が
完
売
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

石
畳
地
区
で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
、
小
田

地
区
で
は
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
、
御
祓
地
区
で
は
滝

行
な
ど
、
各
地
区
で
種
々
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

実
施
し
、
そ
の
魅
力
や
改
善
点
の
検
証
も
実
施

し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
各
地
区
の
住
民
と
協
力
し
て
事

業
を
推
進
す
る
た
め
に
座
談
会
を
実
施
し
、
活

動
の
成
果
や
方
針
の
共
有
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
各
地
域
に
お
け
る
経
営
組
織
の
立

ち
上
げ
及
び
育
成
や
、
観
光
協
会
と
連
携
し
た

新
た
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
更
に
は
九

州
と
の
広
域
ツ
ー
リ
ズ
ム
連
携
な
ど
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
内
全
域
で
の
目
的
型
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
完
成
に
向
け
、
内
子
町
の
更
な
る
取
り

組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
１　地

域
課
題
や
課
題
解
決
に
向
け
た
方
向
性
が
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
ふ
る
さ

と
財
団
か
ら
外
部
専
門
家
を
２
名
派
遣
し
、
２
泊

３
日
の
視
察
に
よ
り
必
要
な
助
言
を
行
う
事
業
。

※
２【

石
畳
地
区
】　

古
民
家
宿
泊
施
設
「
石
畳
の
宿
」

を
交
流
拠
点
と
す
る
地
区
。
栗
の
産
地
で
あ
り
、

６
次
産
業
化
が
進
展
。

【
小
田
地
区
】　

紅
葉
の
名
所
で
あ
る
小
田
深
山

渓
谷
等
、
雄
大
な
自
然
が
魅
力
の
地
区
。

【
御
祓
地
区
】　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と

な
り
、
廃
校
舎
を
活
用
し
た
食
の
拠
点
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
農
村
地
区
。

紅葉ケ滝 （御祓地区） 小田深山渓谷（小田地区） 

石畳の宿（石畳地区）内子座（外観）
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愛媛県内子町

目的型ツーリズムの実現に向けた取り組み

石畳完熟栗を加工したスイーツ

令和 2 年度 地域再生マネージャー事業 外部専門家活用助成

朝食シリーズ　ログ立山の石窯朝食

農家のお母さん達の運営する宿

内子ツーリズムスタッフ

親子旅の参加家族サイクルガイドツアー

内
子
町
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
平
成
16
年
に
設

立
さ
れ
た
う
ち
こ
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
を
中
心
に
、

相
互
研
鑽
と
受
入
れ
の
質
の
向
上
を
進
め
な
が
ら
、
地
域

振
興
事
業
と
し
て
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
見
え
て
き
た
の
は
、
地
域
に
は
個
性
あ
ふ
れ

る
多
様
な
資
源
が
あ
り
、
真
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
は
、

グ
リ
ー
ン
に
と
ど
ま
ら
な
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

も
と
よ
り
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
目
的
の
あ
る
旅
の
造
成
で

あ
り
、
来
訪
者
に
旅
の
目
的
が
あ
る
よ
う
に
、
地
域
に
も

課
題
解
決
や
地
域
活
性
化
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
担
い
手
が

思
い
描
く
ビ
ジ
ョ
ン
を
土
台
と
し
て
、
地
域
の
魅
力
や
資

源
を
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
組
み
立
て
、
ス
ト
ー
リ
ー

の
あ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
展
開
す
る
作
業
が
必
要
で
し
た
。

そ
こ
で
平
成
30
年
に
短
期
診
断
を
行
い
、
令
和
元
年
度

か
ら
は
、
本
事
業
へ
移
行
し
、
地
域
組
織
の
育
成
、
資
源

の
磨
き
上
げ
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
展
開
な
ど
、
多
く
の
分

野
で
専
門
家
の
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
、

現
在
、
地
域
の
事
業
基
盤
が
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
事
業
が
実
と
な
り
都
市
と
農
村
相
互
の

旅
の
目
的
が
達
成
で
き
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
持
続
的
に
展
開

で
き
る
よ
う
、
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
子
町

町
並
地
域
振
興
課
よ
り

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
係
　
稲
月
道
隆
係
長

https://www.town.uchiko.ehime.jp/



江
津
市
の
概
要

江
津
市
は
、
島
根
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置

し
、
日
本
海
と
中
国
山
地
に
挟
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
国
地
方
最
大
の
流
域
面
積
を
持
つ
江
の
川
と

と
も
に
開
け
た
ま
ち
で
、
古
く
は
江
の
川
河
口

の
港
と
し
て
発
展
し
、
江
戸
時
代
に
は
北
前
船

の
寄
港
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

か
つ
て
の
中
心
地
で
あ
っ
た
江
津
本
町
に
は

江
戸
時
代
に
建
築
さ
れ
た
商
家
の
家
屋
な
ど
も

多
く
残
り
、
往
時
の
面
影
を
今
に
と
ど
め
て
い

ま
す
。
江
の
川
を
通
じ
た
地
域
間
の
つ
な
が
り

も
深
く
、
平
成
16
年
に
江
の
川
流
域
の
桜
江
町

と
合
併
し
、
現
在
の
市
域
と
な
り
ま
し
た
。

良
質
な
粘
土
層
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

日
本
三
大
瓦
の
一
つ
、
石

せ
き

州し
ゅ
う

瓦が
わ
らの

産
地
と
し
て

も
知
ら
れ
ま
す
。「
来き

ま
ち待

色
」
と
も
呼
ば
れ
る
赤

瓦
は
寒
さ
に
強
く
、
耐
久
性
に
優
れ
、
全
国
各

地
に
流
通
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
江
津
本
町
を

は
じ
め
赤
瓦
の
町
並
み
が
広
が
り
、
地
元
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
島
根
県
西
部
（
石
見
地
方
）
に
伝
承
さ

れ
る
石い

見わ
み

神か
ぐ
ら楽

は
日
本
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
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石州瓦
来待色と呼ばれる赤瓦の屋根が織
りなす、石見地方特有の風景です。

天領江津本町甍街道
江津本町には、江戸時代から昭和初期にか
けての建造物が現在でも多く残り、往時の
面影を残しています。

島根県 江
ご う

津
つ

市
し

ふるさと財団では、専門性を持った外部の人材（まちなか再生プ
ロデューサー）が地域に入り、まちなかを再生する事業に対して助
成する「まちなか再生支援事業」を実施しています。

この事業では、まちなか再生に関わる様々な分野の専門家である
アドバイザリーボード委員が、まちなかの再生が行われている現地
に実際に赴き、地元自治体やプロデューサー等と一緒にまちなかの
状況を確認するとともに意見交換を行う現地会議を開催しています。

この会議を通じて、課題や目指すべき方向性が明確になり、事業をより円滑に効率的に進めることができます。
今年度事業を行っている４市町（島根県江津市、岡山県津山市、長崎県雲仙市、鹿児島県肝付町）のうち、江

津市と肝付町が行っているまちなか再生の取組みと現地会議の様子についてご紹介します。

まちなか
再生支援事業

Goutsu

https://www.city.gotsu.lg.jp/
石見神楽
日本神話を題材としたストーリーと勇壮な舞、お囃子の軽快
なリズムが特徴の伝統芸能です。



ま
ち
な
か
の
現
状
と
課
題

ま
ち
な
か
再
生
事
業
の
対
象
で
あ
る
有
福
温

泉
は
、
約
１
３
７
０
年
の
歴
史
が
あ
り
、
歴
史
を

感
じ
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
温
泉
地
で
す
。
透
き

通
っ
た
湯
は
美
肌
作
用
が
あ
る
と
言
わ
れ
、「
美

人
の
湯
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
盛
期

に
は
旅
館
が
20
軒
以
上
も
軒
を
連
ね
る
山
陰
有

数
の
温
泉
地
で
し
た
が
、
現
在
は
観
光
客
の
減
少

に
よ
り
か
つ
て
の
賑
わ
い
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

旅
館
も
３
軒
が
営
業
す
る
の
み
で
、
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
空
き
家
が
増
加
す
る
と

と
も
に
、
廃
業
後
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
旅
館
や
商

店
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
建
物
の
老
朽

化
に
よ
り
危
険
が
生
じ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
温

泉
街
の
ま
ち
並
み
や
景
観
が
損
な
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
ま
た
人
口
減
少
も
顕
著
で
、
市
全
体
の

10
年
間
で
の
減
少
率
9
・
8
％
に
対
し
て
、
有
福

温
泉
町
で
は
26
・
２
％
と
非
常
に
大
き
く
、
市
の

人
口
約
2
万
3
千
人
に
対
し
、
有
福
温
泉
町
の
人

口
は
現
在
約
３
０
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
要

な
観
光
地
で
あ
る
有
福
温
泉
の
衰
退
は
、
市
の
交

流
人
口
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
地
域
経
済
に
も
大

き
な
影
を
落
と
し
て
お
り
、
温
泉
地
の
再
生
は
市

の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
等

の
創
業
を
目
指
す
人
材
を
誘
致
・
発
掘
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
22
年
度
よ
り
「
江
津
市
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
契
機
に
、
10
年
間
で
22
件
の

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
若
年
世
代
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

者
や
市
民
に
よ
っ
て
起
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
起
業
家
の
多
く
は
、
空
き
家
や
空
き
店
舗

を
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
、カ
フ
ェ
、

ベ
ー
カ
リ
ー
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
販
売
所
な

ど
に
転
用
し
て
お
り
、
当
市
で
は
空
き
家
や
空
き

店
舗
を
活
用
し
て
起
業
す
る
こ
と
が
一
般
的
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
有
福
温
泉
の
空
き
旅
館
等
を

活
用
し
て
事
業
参
入
を
検
討
す
る
若
手
起
業
家

等
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
民
間
に

よ
る
有
福
温
泉
再
生
の
動
き
が
活
発
化
し
始
め

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
有

福
温
泉
の
再
生
に
取
り
組
む
た
め
、
株
式
会
社

Ｃ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｙ
ｓ
ｔ
代
表
取
締
役
の
高
野
由
之

氏
を
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
迎
え

て
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

高た
か

野の 

由よ
し

之ゆ
き

氏

株
式
会
社
Ｃ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｙ
ｓ
ｔ

代
表
取
締
役

江
津
市
の
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

今
年
度
の
取
組
み

温
泉
地
の
多
く
は
、
主
に
旅
館
や
ホ
テ
ル
、
土

産
物
屋
や
飲
食
店
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
観
光
業
を

主
体
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
他
と
の
差
別

化
が
図
れ
ず
疲
弊
す
る
小
さ
な
温
泉
地
が
数
多

く
散
見
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
高
野
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
市
は
、「
温
泉
地
＝
観
光
」
と
い
う
既
成

概
念
か
ら
脱
却
し
、「
温
泉
地
＝
地
方
の
暮
ら
し

を
楽
し
む（
交
流
・
滞
在
人
口
の
確
保
）」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
有
福
温
泉
全
体
を
中
長
期
滞
在
型
エ

リ
ア
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
温
泉
地
の
新
た
な
再

生
モ
デ
ル
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
活
用
す
る
空
き
物
件
の
建
物

調
査
、
地
元
事
業
者
の
動
向
調
査
、
観
光
市
場
動

向
と
い
っ
た
現
状
調
査
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
、
有
福
温
泉
ま
ち
な
か
再
生
プ
ラ
ン
の
基
本

構
想
策
定
と
、
事
業
ス
キ
ー
ム
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
再
生
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
空
き
物

件
を
活
用
す
る
事
業
者
選
定
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
誘
致
、
街
づ
く
り
に
関
す
る
特
別
目

的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
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御前湯
有福温泉にある公衆浴場の１つです。この湯に殿様
も入っていたことから御前湯と名づけられました。

有福温泉に現存する旅館
今は３軒を残すのみとなりました。いずれも風
情あるお宿です。左から「ありふく よしだや」

「三階旅館」「旅館ぬしや」。



現
地
で
の
意
見
交
換

令
和
2
年
10
月
26
日
に
、
ま
ち
な
か
再
生
に

関
わ
る
様
々
な
分
野
の
専
門
家
で
あ
る
ま
ち
な

か
再
生
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
、
高

野
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
市
職
員
、
地
元
関
係
者
等

が
参
加
し
、
有
福
温
泉
再
生
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
事

業
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
す
る
現
地

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
の
中
で
は
、
長
期
滞
在
型
機
能
を
充
実
さ

せ
て
有
福
温
泉
全
体
を
楽
し
む
た
め
に
、
空
き
店

舗
を
活
用
し
た
飲
食
店
や
エ
ス
テ
店
な
ど
の
出
店

構
想
や
、
持
続
可
能
な
事
業
ス
キ
ー
ム
を
確
立
す

る
た
め
Ｓ
Ｐ
Ｃ
を
設
立
す
る
こ
と
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
誘
致
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
ま

し
た
。委
員
か
ら
は
、「
地
域
全
体
を『
ま
ち
や
ど
』

と
し
て
運
営
す
る
た
め
に
は
、
地
域
で
思
い
を
共

有
し
同
じ
方
向
を
向
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」「
ど

の
よ
う
な
客
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
獲
得
す
る

の
か
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
し
っ
か
り
描
い
た
ほ
う

が
良
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
委
員
か
ら
の
意
見
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。
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本
市
で
は
10
年
以
上
前
か
ら
、空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
導
入
や
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
等
に
よ
る
創
業
支
援
に
取

り
組
み
、
新
た
な
事
業
に
挑
戦
す
る
気
風
が
養
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
か
つ
て
は
賑
わ
い
を
見
せ
た
有
福
温
泉
も
、
今
で
は

そ
の
面
影
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
貴
重

な
資
源
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
美
肌
の
湯
と
し
て
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
も
秘
め
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、官
民
が
一
体
と
な
り
、

温
泉
地
の
再
生
と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
挑
戦
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
現
地
会
議
で
は
、
委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
、
公
共
空
間
の
デ
ザ
イ

ン
の
重
要
性
や
事
業
が
持
続
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
皆
さ
ま
、
そ
し
て
地

域
の
方
々
と
と
も
に
、
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
再
生
へ
の
挑
戦
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

江津市地域振興課より

壱い

岐き 

政ま
さ
和か
ず 

課
長
補
佐

【ラインナップ】

茶々よしのや
有福温泉内にあるカフェです。かつて芸妓さんの置屋で
あった古民家を改修して平成 30 年にオープンしました。

跡市小学校
平成 28 年に閉校となりましたが、昭和 13 年建造の小さな木造校舎はとても趣がありま
す。市は、サテライトオフィスとしての活用を検討中です。

石見麦酒
広島から I ターンしたご夫婦が、ビジネスプランコンテスト大賞受賞を機に開業した醸造所です。
初期投資を大幅に抑えた独自の醸造方法「石見方式」のノウハウの提供も行っています。

温泉リゾート風の国
旧桜江町に位置するリゾート施設です。コテージ、キャンプ場、
森の中に浮かぶ球体型テントに宿泊できるグランピングサイト
もあります。



肝
付
町
の
概
要

肝
付
町
は
、
鹿
児
島
県
の
南
東
部
に
あ
る
大
隅

半
島
の
東
部
に
位
置
し
、「
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
の

あ
る
町
」
と
し
て
有
名
で
す
。
多
く
の
人
工
衛
星

や
あ
の
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
も
肝
付
町

に
あ
る
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
か
ら
打
ち
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
辺へ

塚つ
か

海
岸
な
ど
の
豊
か
な
自
然
も
町

の
見
所
で
す
が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
続
く
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
を

今
に
伝
え
る
な
ど
歴
史
文
化
を
大
切
に
す
る
町

で
も
あ
り
ま
す
。

町
の
人
口
は
、
昭
和
30
年
の
３
万
４
３
７
２

人
を
記
録
し
て
以
降
、
現
在
ま
で
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
令
和
2
年
3
月
末
日
の
人
口
は
１
万
５

０
０
８
人
と
な
っ
て
お
り
、
ピ
ー
ク
期
か
ら
60
年

間
で
半
数
以
下
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

基
幹
産
業
は
、
稲
作
、
さ
つ
ま
芋
等
の
土
地

利
用
型
農
業
、
施
設
園
芸
、
果
樹
、
畜
産
、
漁
業
、

林
業
と
い
っ
た
第
一
次
産
業
で
あ
り
、
付
加
価

値
の
高
い
農
林
産
物
供
給
並
び
に
新
鮮
な
魚
介

類
の
供
給
基
地
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
少

子
高
齢
化
等
に
よ
り
後
継
者
不
足
や
売
り
上
げ

の
低
迷
な
ど
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
状

況
で
す
。

ま
ち
な
か
の
現
状
と
課
題

ま
ち
な
か
再
生
事
業
の
対
象
で
あ
る
新
富
地
区

は
、
肝
付
町
役
場
や
国
の
出
先
機
関
、
小
学
校
な

ど
の
公
的
施
設
に
加
え
、
銀
行
や
郵
便
局
な
ど
の

金
融
機
関
、
医
療
施
設
な
ど
の
町
内
の
生
活
関
連

施
設
が
集
積
す
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

一
部
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
藩
政
時
代
か
ら
続
く

「
麓
・
野
町
」
と
言
わ
れ
る
街
並
み
や
、
武
家
屋

敷
が
立
ち
並
ぶ
美
し
い
景
観
を
残
し
て
お
り
、
町

の
歴
史
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
地
域

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
町
を
取

り
巻
く
商
業
環
境
は
長
引
く
景
気
の
低
迷
や
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
加
え
、
郊
外
の
大
型
商
業
施

設
の
立
地
な
ど
の
影
響
で
悪
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

地
域
に
お
い
て
賑
わ
い
を
創
出
し
て
き
た
商
店
街

の
活
力
の
低
下
が
進
ん
で
お
り
、
今
回
の
対
象
区

域
を
含
め
空
き
地
・
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
増
加

が
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
町
で
は
総
合
振

興
計
画
（
Ｈ
29
～
Ｒ
8
）
の
基
本
方
針
「
市
街
地

の
街
並
み
の
整
備
」
を
定
め
、
こ
の
地
区
の
歴
史

的
街
並
み
の
景
観
の
保
全
、
修
復
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
「
空
き
地
・
空
き
家
・
空
き
施
設
を
活
用
し

た
産
業
振
興
」
と
し
て
、
空
き
家
等
を
利
用
し
た

地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
活
用
方
針
の
策

定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
町
の
資
源
や
第
一
次
産

Kimotsuki
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内之浦宇宙空間観測所
（イプシロン 4 号機打ち上げ）
観測ロケットや人工衛星の打ち上げ、それらの追跡や
データ取得などの業務を担っています。 鹿児島県 肝

き も

付
つ き

町
ちょ う

https://kimotsuki-town.jp/

流鏑馬
肝付町での流鏑馬の歴史は 900 年ちかくある。狩衣装束にあやい笠を身
にまとい、馬場を疾走します。



業
の
「
食
」
な
ど
を
活
か
し
た
肝
付
町
ら
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
に
あ
た
り
、
今
回
の
再
生
事
業

の
実
施
に
至
り
ま
し
た
。川か

わ
添ぞ
え 

善よ
し
行ゆ
き

氏

東
京
大
学 

准
教
授

肝
付
町
の
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

今
年
度
の
取
組
み

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

伴
い
ま
し
て
、事
業
の
進
捗
が
遅
れ
て
い
ま
す
が
、

4
月
の
ふ
る
さ
と
財
団
と
の
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議

を
皮
切
り
に
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
東
京
大
学
・

九
州
経
済
研
究
所
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
打

合
せ
、
資
料
等
を
用
い
た
地
域
資
源
の
調
査
、
9

月
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
の
現
地
調
査
・
ヒ
ア

リ
ン
グ
・
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。
10
月
の

ふ
る
さ
と
財
団
と
の
現
地
会
議
の
内
容
を
踏
ま

え
て
、
11
月
に
再
度
現
地
調
査
を
し
、
若
手
事
業

者
や
地
域
代
表
者
、
子
育
て
世
代
な
ど
参
加
の
も

と
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
の
展
開
は
、
新
富
地
区
商
店
街
の
観
光

拠
点
及
び
麓
・
野
町
地
区
の
歴
史
的
景
観
を
活

か
し
た
現
在
の
プ
ラ
ン
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

で
出
た
地
元
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
再
考
し
ま
す
。
ま
た
地
域
の
若

手
事
業
者
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
を

確
保
し
、
担
い
手
の
想
い
を
ベ
ー
ス
に
、
継
続
性

の
高
い
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域

の
生
活
機
能
の
回
復
や
、
武
家
屋
敷
等
の
美
し
い

景
観
を
活
か
し
た
誘
客
や
賑
わ
い
の
創
出
を
行

い
、
目
標
と
し
た
ま
ち
な
か
再
生
事
業
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

現
地
で
の
意
見
交
換

令
和
2
年
10
月
13
日
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

ボ
ー
ド
委
員
、
ま
ち
な
か
再
生
専
門
家
チ
ー
ム
、

町
職
員
ら
が
参
加
し
、
ま
ち
な
か
再
生
ビ
ジ
ョ
ン

や
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
、
仕
組
み
作
り
や
意
見
交
換

を
す
る
た
め
、
肝
付
町
会
議
室
に
て
現
地
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。
会
議
の
中
で
、
住
民
が
空
き
家

の
歴
史
や
存
在
価
値
、
宮
之
馬
場
を
中
心
と
し
た

風
景
に
触
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
（
地
元
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
）」
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
は
ど
う
か
と
い
っ
た
意
見
が
委
員
か
ら
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
ま
ち
の
継
続
的
な
発
展
の
た
め

に
シ
ー
ダ
ー
（
種
を
ま
く
人
）
を
探
し
た
方
が
良

い
と
い
う
意
見
や
、
事
業
の
継
承
を
シ
ス
テ
ム
と

し
て
構
築
し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
が

で
ま
し
た
。
町
で
は
、
委
員
か
ら
の
意
見
等
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
武
家
屋
敷
を
民
泊
利
用
す
る
こ

と
、
流
鏑
馬
体
験
の
実
施
、
焼
酎
文
化
を
醸
成
す

る
な
ど
、
鹿
児
島
観
光
の
拠
点
と
な
る
よ
う
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。
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今
回
の
事
業
対
象
地
区
と
な
っ
て
い

ま
す
新
富
地
区
は
、
町
内
の
生
活
関
連

施
設
が
集
積
し
、
ま
た
町
の
歴
史
に
お

い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
地
域
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
人
口
減
少
等
に
伴
い
空
き
家
や
空
き
店
舗
が
増
加
し
、
地
域
の

生
活
機
能
や
賑
わ
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
遅
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
現
地
会
議
に

よ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
の
助
言
、
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
や
情
報

等
を
も
と
に
、
ま
ち
な
か
再
生
プ
ラ
ン
が
出
来
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
も
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
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る
町
の
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源
を
活
か
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た
地
域
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ラ
ン
ド
の
先
鋭
化
・
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角
化

を
行
い
、
肝
付
町
ら
し
い
中
長
期
の
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
な
か
再
生
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

辺塚だいだい
肝付町には、「辺塚だいだい」という
地域固有の柑橘類です。爽やかな香
りがし、魚との相性もバッチリです。

辺塚海岸
深いコバルトブルーや鮮やかなエメラルドグリーンに輝く美しい海です。

故二階堂進氏の生家
江戸時代の郷士の住居として、1975 年（昭和 50 年）国の重要
文化財に指定されました。

肝付町企画調整課より

辺塚だいだいかんぱち
カンパチの餌に「辺塚だいだい」を混ぜると、
魚の身質が良くなることが分かりました。

鹿児島黒牛
（サーロイン）
鹿児島県は和牛生産日
本一。全国の黒毛和牛
飼養頭数の約 20％を
占めています

川か
わ
埜の 

拓た
く 

係
長
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1 趣　旨

　地域の振興、活性化に資する事業活動を実施している民
間事業者を顕彰し、その活動を全国に広く周知することに
より、活力と魅力ある地域づくりの一層の推進に寄与する
ことを目的とします。

2 表彰対象

　過去にふるさと融資を活用した民間事業者等（以下「事
業者」という）であって、当該事業者によるふるさと融資
を活用した事業が営業開始後３年以上継続し、現在も経営
状況に懸念がなく、かつ地域における経済効果、雇用及び
イメージアップ等の点で魅力ある地域づくりに特に貢献し
ていると認められること。

（例）

・�当該事業において営業開始以降、新規雇用が定期的
にあり、地域における雇用拡大に貢献している事業
・�地方公共団体において構想するまちづくり基本計画
等の推進にあたり、積極的な役割を果たし、地域に
とって中心的位置付けである事業
・�当該事業の営業活動により、地域での生産、消費の
拡大が図られ、地域に大きな経済効果をもたらして
いる事業

・�SDGs への取り組みなどを通じた持続可能な地域社
会の構築に貢献する事業
・�東日本大震災などの大規模災害からの復興にあたり
重要な役割を果たし、地域経済の再生および雇用の
維持・拡大に特に貢献している事業（特別賞）

3 表彰方法

　表彰は表彰状を授与して行います。
　・総務大臣賞：10事例以内

4 審査方法

　都道府県、指定都市及び市町村から推薦を受けた表彰候
補の事業者のうちから、学識経験者及び関係行政機関の職
員等で構成される「ふるさと企業大賞審査委員会」の審査
及び選考を経て、10以内の表彰対象者を選定し、総務省
と協議の上、一般財団法人地域総合整備財団理事長が決定
します。

5 スケジュール

　・募集締切� 令和３年１月 29日（金）
　・表彰式� 10 月下旬（予定）

1 事業目的

　企業等の地域資源を活用した新商品開発等に対し市区町
村が補助を行う場合に、財団が当該市区町村に対し補助金
を交付することで、地域産業の育成・振興に資するよう地
域における投資や雇用の創出を促進するものです。

2 事業区分

　⑴�　新商品開発に取り組む企業等に対して市町村が必要
な経費の補助を行うときは、経費の規模に応じて、補
助金を交付します（Ａ～Ｃタイプ）。

　⑵�　これまでに新商品開発に取り組み、試作品が完成し
たものの商品化に至っていないものについて、商品化
に向けた事業化、市場調査、販路開拓等を実施しよう
とする事業について、補助金を交付します（Ｄタイプ）。

	 融資部企画調整課	 TEL 	03-3263-5586　　 FAX  03-3263-5732 
  E-mail  kikaku-ka@furusato-zaidan.or.jp

問合わせ先

ふるさと企業大賞（総務大臣賞）
魅力ある地域づくりに貢献する民間事業者を表彰します

ふるさとものづくり支援事業
地域産業の育成と発展を支援
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3 事業概要

■ 補助事業の範囲（イメージ図）

	 融資部企画調整課	 TEL 	03-3263-5586　　 FAX  03-3263-5732 
  E-mail  kikaku-ka@furusato-zaidan.or.jp

問合わせ先

補 助 対 象 者
市区町村（特別区を含み、政令都市を除く）
※企業等に対する補助金は市区町村から交付します。

補 助 上 限 額 ・Ａタイプ 1,000 万円　・Ｂタイプ 500万円　・Ｃタイプ 100万円　・Ｄタイプ 200万円

補 助 率
補助対象経費の 2／ 3以内
（過疎地域、みなし過疎地域、離島地域、特別豪雪地帯においては 9／ 10以内）

補 助 対
象 経 費

A～ Cタイプ : �補助対象事業に必要な謝金、旅費、原材料費、機械装置費、工具器具費、委託費、�
技術指導費、産業財産権導入費、会議事務費、人件費、広告費等

Dタイプ : �上記に加え、パッケージデザイン・ネーミング委託料など、試作品を商品化の軌道にのせるために
必要な委託に要する経費

※具体的な経費の内容については、財団までお問い合わせください。

公 募 期 間 令和２年９月１日～令和２年 12月４日

1 事業の目的

　地域再生に取り組む市区町村等に対して、各分野の専門
的知識や実務的ノウハウを有する外部専門家（地域再生マ
ネージャー等）を活用する費用の一部を支援することで、
当該地域の段階・実情に応じた地域再生の取組を促進し、
地方創生に資するよう活力と魅力ある地域づくりに寄与し
ようとするものです。

※�当事業において「地域再生」とは、地域住民が主体となった持
続可能な仕組みや体制を構築すること、さらには地域資源等を
活用したビジネスを創出することで、地域が自立的に活動し雇
用に結び付ける仕組みづくりを行うことをいいます。

2 事業の概要

　本事業では、次のメニューにより、市区町村等の地域再
生への取組をサポートします。

補助事業の範囲（イメージ図）
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Ａ～Ｃタイプの範囲

Ｄタイプの範囲
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※商品化した後の販路開拓のための
　展示会出展等は対象外

地域再生マネージャー事業
地域の自立的活動・ビジネス創出の仕組みづくりに向けた取組を支援
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3 事業概要

　1外部専門家活用助成

助 成 対 象 者
市区町村（特別区を含み、指定都市を除く。複数の市区町村が共同で事業を実施する場合は、当該事業を代
表する団体）※

助 成 金 額
助成率２／３以内　助成額：市区町村が単独で取組む事業 700万円以内、複数の市区町村が共同で取組む
事業 1,000 万円以内

助成対象経費

①外部専門家の活用に関する経費（複数人材でも可能）
　外部専門家の人件費（謝金を含む）、旅費
②その他の経費
　旅費、委託料、会議費、印刷製本費、広告宣伝費、原材料費、消耗品費、通信運搬費
　等（消費税及び地方消費税を含む）

助成対象期間 令和３年４月１日～令和４年２月 20日

対 象 事 業 数 15 件程度

公 募 期 間 令和２年 10月１日～令和２年 12月７日

留 意 事 項

①採択・不採択の通知は１月下旬の予定です。
②期中の概算払いは行いません。
③助成対象経費の概ね半分以上は外部専門家の活用に関する経費としています。
④�活用する外部専門家は、原則市町村で選任するものとしていますが、希望があれば財団において外部専門
家を紹介することも可能です。

※広域連合等地方自治法に基づく団体が実施する場合にあっては当該団体

　2外部専門家派遣（短期診断）

助 成 対 象 者 市区町村（特別区を含み、指定都市を除く）

派 遣 内 容
①原則として１件当たり１回（２人）まで、２泊３日の派遣
②最終日に調査結果を市町村長等に報告

経 　 　 費
外部専門家の派遣に係る費用（旅費・謝金）について、原則として財団が負担し、外部専門家へ直接支払う。
（算定方法については、財団の規定によります）

派遣実施期間 令和３年４月１日～令和４年１月 31日

課題解決の
方向性の提言

実施体制構築への
助言、協働

・起業
・法人化
・雇用拡大

地域住民が主体となり、
地域が自立的に活動

事業のマネジメント
ビジネス創出の助言、指導

地域課題の
抽出

地域住民主体による持続可能な実施体制の構築
事業実施（ものづくり、観光振興、流通・販路の拡大）

外部専門家派遣
（短期診断） 外部専門家活用助成

地域再生

外部の専門家による支援

① 外部専門家活用助成
　地域再生に取り組む市区町村等が、各分野の専門的知
識や実務的ノウハウを有する外部専門家を活用する場合
に、財団がその費用の一部を助成するものです。
　外部専門家は、地域住民主体による持続可能な実施体
制の構築、地域資源等を活用したビジネス創出への助言・
指導及び事業の具体的なマネジメント等を行います。

②外部専門家派遣（短期診断）［派遣回数１回］
　地域再生に取り組もうとする市区町村に対して、財団
から外部専門家を派遣し必要な助言等を行うものです。
　外部専門家は、現地調査を行い、地域課題の抽出及び
課題解決に向けた方向性の提言を行います。
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対 象 件 数 ６件程度

公 募 期 間 令和２年 10月１日～令和２年 12月 21日

留 意 事 項
①採択・不採択の通知は２月下旬の予定です。
②対象（採択）件数に達しない場合は継続公募とします。
③派遣する外部専門家は、原則財団が選任します。

	 地域再生部地域再生課	 TEL 	03-3263-5736　　 FAX  03-3263-5732 
  E-mail  saisei-ka@furusato-zaidan.or.jp

問合わせ先

1 事業の目的

　まちなか再生に取り組む市町村（特別区を含み、指定都
市を除く。以下同じ。）に対して、具体的・実務的ノウハ
ウを有するまちなか再生プロデューサー又はまちなか再生
プロデューサーが所属する法人に業務の委託をする費用の
一部を財団が助成することにより、民間能力を活用してま
ちなかの都市機能等の維持・拡大を総合的な側面から促進

し、地方創生に資するよう活力と魅力ある地域づくりに寄
与しようとするものです。

※�当事業において「まちなか再生」とは、まちなかの維持保全・
環境改善・施設整備、インバウンド需要の活用を含む地域資源
のプロモーション、それらの担い手たるコミュニティの再生、
人材の育成、組織の設立に向けた活動等を行うことにより、ま
ちなかにおける生活及び交流拠点としての都市機能等の維持・
拡大を図ることをいいます。

2 助成事業の概要

助成内容
①市町村の業務委託に要する経費に対する助成
②市町村が実施するまちなか再生事業に対する助言

助成対象事業の概要 市町村がまちなか再生専門家の具体的・実務的ノウハウを活用してまちなか再生に取り組む事業

事業概念図

まちなか再生プロデューサー

次に掲げるいずれかの者とする。
①�市町村から委託されたまちなか再生事業の業務を、責任を持って遂行し、まちなか再生事業
全体の総合的な企画、調整、統制等を行う者

②�まちなか再生専門家チームに属するまちなか再生専門家のうち、当該チームの中心となる専
門家

契約の相手方
まちなか再生プロデューサー又はまちなか再生プロデューサーが所属（委嘱される場合を含む）
する法人

※�「まちなか再生専門家」とは、まちなか再生について、具体的かつ実務的ノウハウを有する専門家をいいます。

〈市町村〉

〈ふるさと財団〉

〈アドバイザリーボード〉

〈まちなか再生専門家チーム〉

まちづくり会社 住民

産業 金融

成果報告 連携

連携

まちなか再生プロデューサー

まちなか再生専門家

申請・報告書
の提出

審査・
助成金の交付 アドバイス

依頼

助言

まちなか再生支援事業
まちなか空間の再生を支援
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3 事業概要

助 成 対 象 者 市町村（特別区を含み、指定都市を除く）

助成対象業務

①�市町村が、まちなか再生事業の推進を目的として、まちなか再生プロデューサー又はまちなか再生プロ
デューサーが所属（委嘱される場合を含む）する法人と業務の委託契約を締結するものであること。

②まちなか再生の観点から、事業実施に係る実質的成果が期待できるものであること。
③�市町村とまちなか再生専門家チームとの連携を円滑に行う体制の整備等効果的に事業が実施される仕組み
を有するものであること。

④市町村が、継続的なまちなか再生を推進するために行うものであること。
⑤他の市町村におけるまちなか再生のモデルとなり得るものであること。
⑥助成対象業務に係る補助金等を国、独立行政法人、他の公益法人等から受けないものであること。
⑦助成対象業務の目的や内容が「地方創生」に資するものであること。

助 成 額
（ 助 成 率 ）

１事業　700万円以内（助成対象事業に係る契約金額の２／３以内）

対 象 事 業 数 ４件程度

助成対象期間 令和３年４月１日～令和４年２月 18日まで

公 募 期 間 令和２年 12月２日～令和３年１月 29日

1 趣　旨

　地方公共団体の職員を対象として、公民連携事業（PPP
／ PFI、公共施設マネジメント）に係る基本的・実務的な
情報、先行事例の紹介を内容としたセミナーを開催するこ
とにより、地方公共団体における公民連携の推進を図りま
す。

新型コロナウイルス感染症等の状況によっては、オン
ラインでの開催となる可能性があります。

2 開催概要

　1日程及び開催場所等
開催日（予定） 募集人員 開催場所

令和３年７月（1.5 日間） 150名程度 東京

　2参加対象者� 地方公共団体職員
　3参　加　費� 無料
　4申 込 方 法� �開催日１か月程度前に正式に案内しま

すので所定の方法でお申し込みくださ
い。なお、案内はホームページに掲載
するほか、都道府県経由で通知します。

	 開発振興部開発振興課	 TEL 	03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423 
  E-mail  kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp

問合わせ先

	 開発振興部開発振興課	 TEL 	03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423 
   E-mail  kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp
   公民連携ポータルサイト URL  http://www.furusato-ppp.jp/  

問合わせ先

公民連携セミナー
地方公共団体における公民連携の推進を支援



令
和
３
年
度　

 

ふ
る
さ
と
財
団
助
成
事
業
等
に
つ
い
て

31  ● Feb. 2021 vol.142

	 開発振興部開発振興課	 TEL 	03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423 
   E-mail  kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp

問合わせ先

1 事業の目的

　公民連携手法による公共施設等の整備・維持管理や運営
等を推進する地方公共団体の要請に応じ、シンクタンク等
の専門家、実績を有する地方公共団体職員又は当財団職
員（以下、「アドバイザー」という。）を講師として派遣し、
助言を行います。

2 事業内容

　下記公民連携手法について高度な専門知識、ノウハウ、
経験を有する専門家等を、地方公共団体に派遣し、制度概
要、一般的手法、事例の紹介等について助言を行います。
　① PPP ／ PFI：PFI 法に基づくPFI 事業のほか、公民連

携（PPP）による公共施設等の整備、運
営・管理等を行う取組み

　②�公共施設マネジメント：公共施設等を総合的に把握し、
財政運営と連動させながら管理・活用
する取組みであり、公共施設等で提供
されるサービスの運営も含むもの

3 派遣方法等

　・�アドバイザー派遣は、原則として１地方公共団体につ
き１回とします。

　・�派遣するアドバイザー及び派遣する日については、地
方公共団体と協議のうえ決定します。

　・派遣件数は 30団体程度を予定しています。
　・�申込多数の場合は、希望する助言の内容、公民連携ポー

タルサイトの会員登録状況、過去の採択状況等を踏ま
え、採択する団体を決定します。

　※�なお、公民連携ポータルサイトの会員登録は随時受け
付けています。

4 費　用

　アドバイザーの派遣に要する経費（謝金・旅費）は、原
則として当財団が負担します。
　（派遣実施確認後、ふるさと財団からアドバイザーに支
払います）

5 募集期間

　令和２年 12月２日～令和３年１月 29日

制度の流れ

地方公共団体
公民連携手法
PPP/PFI

公共施設マネジメント
の検討等

ふるさと財団
アドバイザーの決定
助言内容・日程調整等

①申込（財団に直接申請）

アドバイザー

②採択通知

⑥受入結果の報告

④アドバイザー決定通知

③協議

⑤助言（２～３時間程度）

（ （

公民連携アドバイザー派遣事業
公民連携手法について高度な専門知識を有する専門家等を派遣
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令和３年度に実施する予定の助成事業等の概要についてお知らせします

ふるさと財団助成事業等一覧

事業名 事 業 概 要 助 成 対 象 等 提出方法（注）

ふるさと融資関連事業（担当：融資部　企画調整課　TEL：03-3263-5586）

ふるさと企業大賞
（総務大臣表彰）

過去にふるさと融資を活用し、地
域振興・活性化に資する事業活動
を実施している民間事業者を表彰
し、その活動を全国に広く周知す
ることで魅力ある地域づくりの一
層の推進を図る。

□�表彰対象：ふるさと融資を活用した民間事業者であ
り、その事業が営業開始後３年以上継続し、現在も経
営に懸念がなく、かつ地域における経済効果、雇用及
びイメージアップ等の点で魅力ある地域づくりに特に
貢献していると認められること

□表彰方法：表彰状を授与（10事例以内）

都道府県
指定都市
Ａ

市区町村
Ｂ

ふるさとものづくり支援事業（担当：融資部　企画調整課　TEL：03-3263-5586）

ふるさとものづくり
支援事業

企業等の地域資源を活用した新商
品開発等に対し市区町村が支援を
行う場合に、財団が当該市区町村
に対し補助金を交付する。

□補助対象：�市区町村（特別区を含み、指定都市を除く）
　※企業等に対する補助金は市区町村から交付
□補助率：�２／3以内（過疎地域等９/10以内）
□補助上限額　�Ａタイプ：�1,000万円�

Ｂタイプ：�500万円�
Ｃタイプ：�100万円�
Ｄタイプ：�200万円

Ｂ

地域再生マネージャー事業（担当：地域再生部　地域再生課　TEL：03-3263-5736）

外部専門家活用助成

地域再生に取り組む市区町村等が、
地域住民主体による持続可能な実
施体制の構築やビジネス創出への
助言・指導等を行う外部専門家を
活用する場合に、財団がその費用
の一部を助成する。

□�助成対象：市区町村（特別区を含み、指定都市を除く。
複数の市区町村が共同で事業を実施する場合は、当該
事業を代表する団体）

□助成率：２／３以内
□�助成上限額：市区町村が単独で取組む事業 700万円、
複数の市区町村が共同で取組む事業 1,000 万円

　（�外部専門家派遣に係る人件費・旅費が助成対象経費
の概ね半分以上）

Ｂ

外部専門家派遣
（短期診断）

地域再生に取り組もうとする市区
町村に対し、財団が地域課題の抽
出や課題解決に向けた方向性の提
言を行う外部専門家を派遣する。

□派遣対象：�市区町村（特別区を含み、指定都市を除く）
□派遣内容：�原則として１件あたり１回（２人）まで、

２泊３日の派遣
□派遣費用：�外部専門家への謝金・旅費は原則財団負担

Ｂ

まちなか再生支援事業（担当：開発振興部　開発振興課　TEL：03-3263-5758）

まちなか再生支援
事業

まちなか再生に取り組む市区町村
が、具体的・実務的ノウハウを有
する専門家に業務の委託をする費
用の一部を助成する。

□助成対象：�市区町村（特別区を含み、指定都市を除く）
□助成率：２／３以内
□助成上限額：700万円

Ａ

公民連携推進事業（担当：開発振興部　開発振興課　TEL：03-3263-5758）

公民連携セミナー

地方公共団体を対象に、PPP/
PFI、公共施設マネジメントに係る
基本的・実務的な情報、先進事例
の紹介を内容としたセミナーを開
催し、公民連携の推進を図る。

□開催日程：７月頃、1.5日間
□定員：150名程度
□開催場所：東京
※状況によってはオンライン開催の可能性あり

Ａ

公民連携アドバイザー
派遣事業

公民連携手法による公共施設等の
整備・維持管理や運営等を推進す
る地方公共団体の要請に応じ、シ
ンクタンク等の専門家等を講師と
して派遣し、必要な助言を行う。

□派遣対象：�都道府県、市区町村、一部事務組合等
□派遣回数：原則として１団体につき１回
□派遣費用：原則として財団が負担

Ａ

（注）提出方法…Ａ：直接財団に提出　Ｂ：都道府県経由で財団に提出
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外
か
ら
見
る
地
元

私
の
出
身
地
・
吉
野
町
は
奈
良
県
の
概
ね
中
央
部
に

あ
り
、
全
国
的
に
は
吉
野
山
の
桜
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
に
は
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
が
世

界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。吉
野
の
歴
史
は
古
く
、

古
事
記
、
日
本
書
紀
、
万
葉
集
に
も
記
述
が
あ
り
、
幾

た
び
か
歴
史
の
大
き
な
舞
台
に
も
姿
を
現
し
て
き
ま
し

た
。
大
海
人
皇
子
（
後
の
天
武
天
皇
）
が
壬
申
の
乱
の

前
に
吉
野
に
身
を
潜
め
、
源
義
経
が
兄
頼
朝
に
追
わ
れ

て
吉
野
に
逃
げ
込
み
、
鎌
倉
幕
府
を
倒
し
た
後
醍
醐
天

皇
が
南
朝
の
拠
点
と
し
て
選
ん
だ
の
も
吉
野
で
す
。　

吉
野
は
地
理
的
条
件
か
ら
吉
野
杉
を
中
心
と
す
る
吉

野
材
の
集
散
地
と
し
て
発
達
し
、
全
国
に
銘
木
吉
野
材

を
供
給
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
観
光
業
と
製
材

業
が
吉
野
町
の
主
要
産
業
で
す
。
こ
の
他
に
も
、
割
り

箸
・
手
漉
き
和
紙
・
柿
の
葉
ず
し
・
吉
野
葛
等
な
ど
特

産
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
試
し
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
ふ
る
さ
と
財
団
で
の
私
の
業
務
で
す
が
、
昨

年
所
属
し
た
開
発
振
興
課
で
は
、
公
民
連
携
実
務
研
究

部
会
と
ま
ち
な
か
再
生
支
援
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
事
業
を
通
じ
て
各
地
の
自
治
体
や
民
間
事
業

者
を
訪
問
し
、
地
域
創
生
に
携
わ
る
方
々
の
生
の
声
や

現
地
の
空
気
に
触
れ
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

伺
っ
た
ど
の
地
域
の
方
々
も
そ
の
地
域
の
歴
史
や
風

土
・
地
域
産
業
を
大
切
に
し
、
愛
着
を
も
っ
て
楽
し
そ

う
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
余
談
で
す
が
、
訪
問
先
で
そ
の
地

の
特
産
品
（
特
に
日
本
酒
）
を
買
っ
て
帰
る
の
が
、
と

て
も
楽
し
み
で
し
た
。

令
和
2
年
度
は
企
画
調
整
課
で
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞

の
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
毎
年
行
っ

て
い
る
表
彰
式
や
受
賞
記
念
パ
ー
テ
ィ
な
ど
が
実
施
で

き
ず
、
全
て
手
探
り
の
状
態
で
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
各
自
治
体
で
表
彰
状
授
与
式
を
開
催
す

る
な
ど
、
無
事
に
表
彰
状
を
各
事
業
者
に
お
渡
し
で
き

た
の
も
、
各
自
治
体
の
担
当
者
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
あ
る
と
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
親
元
自
治
体
で
は
ほ
と
ん
ど
出
張
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ふ
る
さ
と
財
団
に
派
遣
さ

れ
た
こ
と
で
外
か
ら
吉
野
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

吉
野
で
は
会
え
な
い
方
々
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
吉
野

に
戻
っ
た
際
に
は
、
２
年
間
の
財
団
で
得
ら
れ
た
様
々

な
経
験
を
活
か
せ
る
よ
う
、
ま
た
後
輩
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。残
り
わ
ず
か
と
な
っ

た
研
修
期
間
を
大
切
に
し
、
一
つ
で
も
多
く
の
こ
と
を

吸
収
で
き
る
よ
う
、
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職員レポート

20

「奈良県吉野町」の魅力を
ほんの一部だけ紹介します

私の地元

融資部企画調整課　竹田 泉
（令和元年度は開発振興部開発振興課に配属）

満開の桜が咲き誇る吉野山

工場で原木から製材される吉野材

12人の翁による古式ゆかしい舞「国栖奏」

吉野町
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こ
の
経
験
を
活
か
し
て

本
土
最
南
端
の
町
、
鹿
児
島
県
南
大
隅
町
か
ら
ふ
る

さ
と
財
団
へ
出
向
し
２
年
目
の
冬
を
迎
え
て
い
ま
す
。

出
身
地
の
南
大
隅
町
は
、
鹿
児
島
県
大
隅
半
島
の
南

端
に
位
置
し
て
お
り
、
本
土
最
南
端
の
「
佐
多
岬
」
や

神
秘
的
な
景
観
が
話
題
と
な
り
大
河
ド
ラ
マ
や
映
画
等

で
使
用
さ
れ
た
「
雄
川
の
滝
」
な
ど
、
大
自
然
に
恵
ま

れ
た
人
口
６
８
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な
町
で
す
。

最
近
で
は
ア
ボ
カ
ド
や
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
パ

イ
ン
ア
ッ
プ
ル
な
ど
、
南
国
特
有
の
温
暖
な
気
候
を
活

か
し
た
ト
ロ
ピ
カ
ル
な
果
実
の
栽
培
が
進
み
、
国
産
の

果
物
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
な
ど
で
人
気
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

地
方
の
町
か
ら
ふ
る
さ
と
財
団
へ
出
向
し
、
一
年
目

は
地
域
再
生
課
に
お
い
て
、
主
に
「
地
域
再
生
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
事
業
（
外
部
専
門
家
活
用
助
成
）」
を
担
当
し

ま
し
た
。
外
部
専
門
家
を
活
用
し
た
地
域
課
題
解
決
へ

の
取
組
み
に
直
接
携
わ
り
、
全
国
各
地
の
様
々
な
取
組

手
法
や
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
方
の

課
題
は
類
似
し
た
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
同
様
の

課
題
に
対
し
て
も
外
部
専
門
家
の
特
徴
に
よ
っ
て
様
々

な
手
法
が
あ
り
、
我
が
町
に
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
リ

ア
ル
な
事
例
を
直
接
勉
強
で
き
る
素
晴
ら
し
い
機
会
に

恵
ま
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
年
目
は
開
発
振
興
課
で
「
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
調
査
研
究
会
」
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

特
に
研
究
会
で
進
め
て
い
る
先
進
事
例
調
査
は
、
過

去
に
財
団
に
お
い
て
事
業
調
査
し
た
自
治
体
の
取
組
み

を
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
現
状
を
確
認
し
、

事
業
を
進
め
る
上
で
の
工
夫
や
課
題
な
ど
を
引
き
出
し
、

有
識
者
で
あ
る
委
員
の
意
見
を
反
映
さ
せ
ま
と
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
研
究
の
成
果
は
、
多
く

の
自
治
体
の
参
考
と
な
る
よ
う
な
有
益
な
情
報
と
し
て
、

事
業
終
了
後
に
報
告
書
と
し
て
全
国
の
自
治
体
へ
提
供

で
き
る
よ
う
整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
二
年
で
担
当
し
た
地
域
再
生
や
ま
ち
づ
く
り
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
分
野
こ
そ
違
い
ま
す
が

今
後
も
多
く
の
自
治
体
の
行
政
運
営
に
と
っ
て
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
常
識
や
様
式
が
変
化
し
て
い
る

今
、
ふ
る
さ
と
財
団
へ
の
出
向
に
よ
り
、
新
た
な
考
え

や
手
法
等
、
学
ぶ
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
こ
こ
に
い
な
け
れ
ば
得
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
情
報
や
経
験
を
、
本
土
最
南
端
の

小
さ
な
町
に
帰
任
し
た
際
に
最
先
端
の
取
組
み
と
し
て

活
か
せ
る
よ
う
最
後
ま
で
精
一
杯
務
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。	

職員レポート

21

「鹿児島県南大隅町」の魅力を
ほんの一部だけ紹介します

私の地元

開発振興部開発振興課　加藤 友教
（令和元年度は地域再生部地域再生課に配属）

神秘的な雄川の滝

本土最南端佐多岬新たな特産品の国産アボカド

南大隅町
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配信開始日令和 2年度

地域産業交流セミナー
オンライン開催

　例年、ふるさと企業大賞（総務大臣賞）表彰式と並行して開催している、「地域産業交流セミナー」につきまし
ては、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、下記内容にてオンライン配信方式で行います。
　「『地方のオープンイノベーション』～新たなビジネスモデルは地方にある」を統一テーマに掲げ、デロイト トー
マツ ベンチャーサポート株式会社代表取締役社長の斎藤祐馬氏、エーゼロ株式会社代表取締役社長の牧大介氏の
お二人を講師に、地域活力創造に向けた様々な取組についてお話をいただきます。

●ご視聴ご希望の方は

　Ｅメールのタイトルに「地域産業交流セミナー視聴希望」、メール本文に①所属団体名、②所属部署名、③役職名、
④住所、⑤電話番号、⑥氏名、をご記載の上、seminar-20@furusato-zaidan.or.jp までお申し込み下さい。
追って、URLを配信（YouTube による限定配信）いたします。

　ご提出頂く個人情報については、当セミナーの申込管理、照会回答等円滑な運営を目的とし、その目的の達成に必要な範囲での利用とします。取得した個人情報は、
目的以外で利用する場合には、利用者に対し事前に確認または同意を求めます。

行政DX推進による地域イノベーションとローカルベンチャーの事業拡大
プロフィール

　1983年、愛知県生まれ。慶應義塾大学卒業後、デロ
イト トーマツ ベンチャーサポート株式会社をデロイト
トーマツグループ内で社内ベンチャーとして立ち上げ、
世界7ヶ国150名体制へと拡大。ベンチャーと大企業を
繋ぐ早朝ピッチイベント MorningPitch 発起人。
　3,000社以上のベンチャー支援、500社の大企業の新
規事業立ち上げサポート、官公庁自治体のベンチャー
政策の立案・実行などを手掛ける。主な著書は『一生を賭ける仕事の見つけ方』

（ダイヤモンド社）、日経ビジネスオンライン、ダイヤモンドオンラインでの連載
の他、メディア掲載多数。2017年日経ビジネス次代を創る100人に選出。

デロイト トーマツ ベンチャーサポート株式会社
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デジタル庁創設を受けて、行政 DX（デジタルトラン
スフォーメーション）の動きが加速する中での地域イノ
ベーションに向けた自治体でのベンチャー活用事例の他、
今後ローカルベンチャーが地域から事業拡大に向けて取
り組むべきポイントについてもお話しいただきます。

講演
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岡山県西粟倉村におけるローカルベンチャー育成について
プロフィール

　1974 年、京都府生まれ。京都大学大学院（森林生態
学研究室）修了後、三和総合研究所（現在 三菱 UFJ リ
サーチ＆コンサルティング）を経て 2005 年アミタ持
続可能経済研究所を設立し所長に就任。主に農山漁村
における新規事業の企画・プロデュースを手掛ける。
　2009 年 2 月に（株）トビムシ設立に参画し取締役就
任。2009 年 10 月に（株）西粟倉・森の学校を村役場
と（株）トビムシの共同出資により設立し代表取締役に就任。2015年10月に（株）
森の学校ホールディングス（現在のエーゼロ株式会社）を設立し、代表取締役就
任。主な著書に『ローカルベンチャー』（木楽舎）がある。

エーゼロ株式会社 代表取締役社長　牧
まき
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岡山県西粟倉村、鳥取県に接した県北東部の面積の
95％が山林の過疎の村。コンビニエンスストアもない人
口1,500人弱の小さな村がスタートアップの聖地と呼ば
れるようになった。行政との連携やローカルベンチャー
の事例などを織り交ぜながら、連鎖反応で広がる地域活
性化への取り組みについてお話しいただきます。

講演
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令和3年2月1日
月

（ 3 月末終了予定）
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活力と魅力あふれる地域づくりのために


